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地
元
の
熱
意
に
よ
る
復
活

　
市
内
唯
一
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
で
あ

る
千
塚
町
の
「
宮
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

が
１
月
27
日
、
８
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
宮
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
農
業
を
営

ん
で
い
た
故
・
峯
岸
茂
男
さ
ん
が
農
地
を

改
修
し
、
１
９
５
８
年
に
オ
ー
プ
ン
。
天

然
氷
の
屋
外
ア
イ
ス
リ
ン
ク
は
半
世
紀

に
わ
た
り
地
域
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
が
、

２
０
１
１
年
に
峯
岸
さ
ん
が
体
調
を
崩

し
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
鎖
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
復
活
を
望
む
多
く
の
声
を
受
け
、

住
民
に
よ
る
地
域
お
こ
し
組
織
「
吹
上
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」が
中
心
と
な
り
、

と
う
と
う
営
業
再
開
を
実
現
。
今
年
は
１

月
27
日
、
２
月
３
日
、
10
日
、
11
日
の
４

日
間
オ
ー
プ
ン
し
、
地
元
で
あ
る
千
塚
小

学
校
と
皆
川
城
東
小
の
児
童
た
ち
に
よ
る

ス
ケ
ー
ト
授
業
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
営
業
再
開
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
、
峯
岸
さ
ん
と
の
思
い
出
深
い
ス

ケ
ー
ト
場
。
来
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
営
業
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
未
定
で
す
が
、
継
続

し
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
こ
と
を
模
索
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

道具を手入れする地元有志のみなさん オープン初日には多くの一般客や
マスコミで賑わいました
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平
成
31
年
度
は
、
平
成
22
年

に
最
初
の
合
併
を
行
い
、
新
生

栃
木
市
が
誕
生
し
て
節
目
の
10

年
目
を
迎
え
る
年
で
あ
り
、
私

の
市
長
就
任
後
、
初
の
当
初
予

算
編
成
と
な
り
ま
す
。
現
在
進

め
て
お
り
ま
す
各
種
事
業
に
目

を
向
け
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
「
北
部
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
や
市
民
活
動
・
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
「
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
が
平
成
31
年
度
に
は
完
了
と
な
り
、

事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
「（
仮
称
）
文
化
芸
術
館
」
や
旧
市
役
所

別
館
（
旧
栃
木
町
役
場
庁
舎
）
を
活
用
し
た
「（
仮
称
）
文
学
館
」
も
、

工
事
着
手
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
子
育
て
施
策
は
、
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

平
成
30
年
度
に
は
子
ど
も
未
来
基
金
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
子
育

て
世
代
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
大
型
の
屋
内
遊
戯
施
設
と
な
る
「
子
ど
も

の
遊
び
場
」
の
整
備
も
、
い
よ
い
よ
基
本
設
計
・
実
施
設
計
に
入
る

な
ど
、
着
実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
喫
緊
の
行
政
課
題
に
柔
軟
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
多
種
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、
地
域
の
均
衡
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
合
併
し
た
地
域
の
力

を
結
集
し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
各
種
施
策
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
安

定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
、
地
域
の
資
源
・
魅
力
を
次
の
世
代
に
も

引
き
継
い
で
い
け
る
強
固
な
行
財
政
基
盤
を
有
し
た
「
持
続
可
能
な

自
治
体
」
の
構
築
を
目
指
し
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
本
市
の
将
来
像

「〝
自
然
〞〝
歴
史
〞〝
文
化
〞 

が
息
づ
き
〝
み
ん
な
〞
が
笑
顔
の
あ
っ

た
か
栃
木
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、
７
つ
の
基
本
方
針
に
資
す
る
事

業
に
経
営
資
源
を
集
中
し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
案
の
概
要

　

一
般
会
計
の
歳
入

　
市
税　

　
市
民
税　
決
算
額
等
の
推
移
と
市
内
企
業
の
業
績
を
踏
ま
え
、
法

人
所
得
の
伸
び
を
見
込
み
、前
年
度
比
３
．６
％
の
増
と
し
ま
し
た
。　
　

　
固
定
資
産
税　
平
成
30
年
度
の
決
算
見
込
み
の
状
況
等
か
ら
、
前

年
度
比
１
．
４
％
の
減
と
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
税　
固
定
資
産
税
と
同
じ
く
、
決
算
見
込
み
の
状
況
等

か
ら
、
前
年
度
比
０
．
４
％
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
の

税
目
を
含
め
た
市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
．
０
％
増
の

２
１
８
億
１
，
１
５
１
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税　

平
成
27
年
度
か
ら
合
併
算
定
替
え
の
特
例
措
置

の
縮
減
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
地
方
財
政
計
画
及
び
こ

れ
ま
で
の
交
付
実
績
を
勘
案
し
、
前
年
度
に
比
べ
１
．
０
％
減
の

９
０
億
６
，
８
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

市
債　

北
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
に
係
る
借
入
や
臨
時
財

政
対
策
債
の
減
少
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
１
４
．
７
％
減
の

５
６
億
１
，
５
７
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出　

　

義
務
的
経
費
　
人
件
費
は
微
増
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
扶

助
費
が
３
．
０
％
及
び
公
債
費
が
２
．
４
％
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
前
年
度
に
比
べ
１
．
８
％
増
の

３
２
１
億
５
４
４
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費　
北
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
や
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
等
整
備
事
業
、
小
学
校
洋
式
ト
イ
レ
改
修
事
業
な
ど
の
減

額
に
よ
り
、
全
体
で
は
前
年
度
に
比
べ
４
．
６
％
減
の
７
８
億
７
，

９
１
７
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
予
算
編
成
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
案

の
額
は
、６
４
６
億
７
千
万
円
、前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、０
．６
％

の
増
と
な
り
ま
す
。

主
な
施
策
の
概
要

　
平
成
31
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
総
合
計
画

基
本
構
想
の
７
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、概
要
を
ご
説
明
し
ま
す
。

第
１ 

か
け
が
え
の
な
い
自
然
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費　
環
境
省
の
補
助
金
を
活
用

し
、
低
炭
素
設
備
導
入
事
業
を
行
い
、
照
明
及
び
空
調
を
交
換
し
た

市
内
35
施
設
の
リ
ー
ス
料
を
支
払
う
も
の
で
す
。

　
寺
尾
地
区
簡
易
水
道
事
業
費　
寺
尾
地
区
に
簡
易
水
道
事
業
を
導

入
し
、
地
域
住
民
の
生
活
基
盤
の
向
上
を
図
る
た
め
、
配
水
管
布
設

工
事
、
増
圧
ポ
ン
プ
場
整
備
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

　
管
路
耐
震
化
事
業
費　

耐
用
年
数
を
経
過
し
た
水
道
管
に
つ
い

て
、
耐
震
性
を
有
す
る
も
の
に
布
設
替
え
を
行
う
も
の
で
す
。

第
２ 

心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
行
事
業
費　

高

齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
日
常
生
活
に

お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
及
び
公
共

交
通
空
白
地
域
の
解
消
の
た
め
、
10

路
線
の
運
行
を
行
う
も
の
で
、
小
山

市
と
の
連
携
な
ど
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
斎
場
再
整
備
事
業
費　

現
斎
場
の

老
朽
化
及
び
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ

る
火
葬
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
新

た
な
斎
場
の
建
設
に
向
け
、
調
査
業

務
等
を
進
め
ま
す
。
　

　
生
活
道
路
舗
装
補
修
事
業
費　
市
民
か
ら
要
望
の
多
い
生
活
道
路

の
補
修
を
、
計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
簡
易
舗
装
箇
所
を
本
舗

装
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業
費　
高
速
道
路
へ
の
利
便
性
向
上
や
地

域
の
活
性
化
等
を
図
る
た
め
、
東
北
自
動
車
道
の
都
賀
西
方
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を
行
う
も
の

で
す
。
平
成
31
年
度
は
、
道
路
改
良
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
等
整
備
事
業
費　

国
庫
補
助
事
業

で
あ
る
地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
導
入
し
「
と
ち
ぎ
蔵
の

街
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
旧
栃
木
中
央
小
校

舎
を
活
用
し
、市
民
活
動
支
援
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
定
住
促
進
支
援
事
業
費　
「
ま
ち
な
か
定
住
促
進
住
宅
新
築
等
補

助
金
」「
多
世
代
家
族
住
宅
新
築
等
補
助
金
」
及
び
「
通
勤
者
特
急

券
購
入
費
補
助
金
」
な
ど
各
種
補
助
を
行
い
、
市
内
全
域
に
お
け
る

定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
移
住
体
験
施
設
の
運
営

や
移
住
定
住
促
進
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
観
光
者
や
移
住
希
望
者
等
の

交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

第
３ 

安
全
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
雨
水
・
浸
水
対
策
事
業
費　
台
風
や
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
溢
水
す

る
河
川
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
浸
水
被
害
の
軽
減
策
を
実
施
す
る
も

の
で
、
平
成
31
年
度
は
、
神
ノ
宮
川
流
域
調
整
池
の
予
備
設
計
等
を

行
い
ま
す
。

　
消
防
庁
舎
整
備
事
業
費　
消
防
本
部
・
消
防
署
及
び
各
分
署
（
岩

舟
分
署
を
除
く
）
の
老
朽
化
、
狭
あ
い
化
し
た
庁
舎
を
計
画
的
に
整

備
し
て
い
く
も
の
で
、
平
成
31
年
度
は
、
消
防
本
部
・
消
防
署
庁
舎

整
備
基
本
設
計
、
整
備
用
地
の
取
得
等
を
行
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
雨
水
渠
整
備
事
業
費　
県
道
栃
木
環
状
線
を
中
心
と

し
て
、
薗
部
町
か
ら
片
柳
町
に
わ
た
る
永
野
川
左
岸
第
１
排
水
区
の

大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
幹
線
水
路
及
び
流
末
部
に
樋ひ

門も
ん

、調
整
池
等
を
整
備
し
ま
す
。
度
々
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
31
年
度
は
調
整
池
詳
細
設
計
、樋
門
整
備
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

第
４ 

健
康
で
生
き
が
い
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

　
北
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費　

市
民
の
健
康
づ
く
り

と
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
も
の
で
、
平
成
31
年
度
完
了
に
向
け
て
、
建
築
工
事
等
を
進
め

ま
す
。

　
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
の
合
理
的
配
慮
推
進
事
業
費　
障
害
者

基
本
法
及
び
障
害
者
差
別
解
消
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
そ
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
の
設
置
及
び
普
及
啓
発
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

　
子
育
て
短
期
支
援
事
業
費　
保
護
者
の
様
々
な
理
由
に
よ
り
、
児

童
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
児
童
養
護
施

設
な
ど
児
童
の
保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
施
設
で
養
育
・

保
護
を
行
っ
て
も
ら
い
、
児
童
虐
待
等
の
未
然
防
止
を
図
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
市
外
の
施
設
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
県
内
初

の
試
み
と
し
て
、
市
内
の
介
護
施
設
を
改
修
し
て
対
応
を
始
め
る
も

の
で
す
。

　
子
育
て
世
代
応
援
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
委
託
費　
子
育
て
世
代
向
け

の
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
子
育
て
世
代
に
対
し
、
柔
軟

な
働
き
方
の
で
き
る
環
境
の
提
案
や
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
推
進
を
図
る
も
の
で
、
子
育
て
中
の
女
性
な
ど
を
対
象
に
テ
レ

ワ
ー
カ
ー
育
成
事
業
等
を
実
施
し
、
本
市
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の

ふれあいバス

広報とちぎ　４月号２０１９（平成３１）年３月２０日　発行 特集　平成31年度 施政方針

　

市
議
会
の
「
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
」
の
初
日
と
な

る
２
月
22
日
、
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
大
川
市
長
が

平
成
31
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。
今
号
の
特

集
で
は
、
施
政
方
針
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
　

施
政
方
針

栃
木
市
長
　
大
川 

秀
子



3

普
及
・
啓
発
と
新
た
な
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
発
掘
・
育
成
を
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
施
設
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業
費　
総
合
計
画
に

掲
げ
ら
れ
た
「
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備
」

の
一
つ
と
し
て「
子
ど
も
の
遊
び
場
」の
整
備
を
進
め
る
も
の
で
す
。

平
成
31
年
度
は
、旧
下
都
賀
病
院
北
病
棟
の
解
体
工
事
や
基
本
設
計・

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
委
託
費　

産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

に
、
出
産
を
終
え
退
院
直
後
の
母
子
に
対
す
る
、
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

第
５ 

健
や
か
に
人
を
育
み
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
国
民
体
育
大
会
関
連
施
設
整
備
事
業
費　
２
０
２
２
年
に
本
県
で

開
催
さ
れ
る
第
77
回
国
民
体
育
大
会
に
向
け
て
、
競
技
施
設
と
な
る

総
合
運
動
公
園
総
合
体
育
館
等
の
改
修
を
行
う
も
の
で
、
平
成
31
年

度
は
、
主
競
技
場
床
張
替
工
事
の
実
施
設
計
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等

の
工
事
を
進
め
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業
費　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
社

会
に
お
い
て
、
そ
の
基
礎
と
な
る
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
目
指
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス

ト
の
実
施
な
ど
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業
費　
多
忙
化
が
進

む
学
校
現
場
に
お
い
て
「
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
」
の
確
保

に
向
け
た
改
善
を
図
る
た
め
、
教
員
と
連
携
し
事
務
処
理
等
の
業
務

を
担
う
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
も
の
で
す
。

　
中
学
校
部
活
動
指
導
員
等
配
置
事
業
費　
中
学
校
部
活
動
の
運
営

に
つ
い
て
、
指
導
内
容
の
充
実
、
生
徒
の
安
全
の
確
保
及
び
顧
問
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、中
学
校
に
部
活
動
指
導
員
を
配
置
し
ま
す
。

　
伝
建
地
区
拠
点
施
設
整
備
事
業
費　
平
成
28
年
度
に
取
得
し
た
嘉

右
衛
門
町
重
伝
建
地
区
内
の
味
噌
製
造
工
場
跡
地
に
つ
い
て
、
文
化

財
及
び
周
辺
の
町
並
み
の
保
存
を
図
り
、
人
と
文
化
の
交
流
を
目
的

と
し
た
活
用
を
目
指
し
て
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
、
更
に
は
地
区
防

災
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。
平
成
31
年
度
は
、
平

成
32
年
度
一
部
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
例
幣
使
街
道
沿
い
の

建
築
物
の
修
理
工
事
、
屋
外
ト
イ
レ
新
築
工
事
等
を
進
め
ま
す
。

　（
仮
称
）
文
化
芸
術
館

等
整
備
事
業
費　

地
方

都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
導
入
し
、
旧
市

役
所
本
庁
舎
跡
地
に
、

歴
史
・
文
化
・
芸
術
等

の
拠
点
と
し
て
「（
仮

称
）
文
化
芸
術
館
」
及

び
「（
仮
称
）
文
学
館
」
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
総
事
業
費
の
縮

減
を
図
り
、
平
成
31
年
度
は
各
施
設
の
整
備
工
事
を
進
め
ま
す
。

　
吹
上
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
整
備
事
業
費　
施
設
や
設
備
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
新
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
き

改
築
を
行
う
も
の
で
、
平
成
31
年
度
は
建
築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

第
６ 

い
き
い
き
と
働
き
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
活
動

事
業
費　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
あ
た
り
、栃
木
県
と
の
連
携
に
よ
り
、ハ
ン
ガ
リ
ー
近
代
五
種
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
市
民
へ
の
意
識
醸
成
、
普
及
啓
発

を
図
り
ま
す
。

　
繁
殖
牛
導
入
促
進
支
援
補
助
金　
全
国
的
な
和
牛
素も
と

牛う
し
導
入
価
格
の

高
騰
が
続
く
要
因
と
な
っ
て
い
る
繁
殖
牛
減
少
対
策
と
し
て
、
繁
殖
及

び
繁
殖
肥
育
一
貫
経
営
に
取
り
組
む
農
家
に
対
し
、
繁
殖
牛
導
入
資
金

の
一
部
を
助
成
し
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
化
と
本
市
の
肥
育
牛
産
地

と
し
て
の
維
持
発
展
を
図
り
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
補
助
金　
栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協

議
会
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
個
人
消
費
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
市
内
事
業
者
の
売
上

拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
栃
木
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
事
業
費　
栃
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
直
近

と
い
う
優
れ
た
立
地
環
境
を
活
か
し
て

新
た
な
産
業
・
物
流
拠
点
を
整
備
し
、

本
市
経
済
の
活
性
化
や
新
た
な
雇
用
の

創
出
を
図
る
も
の
で
、
平
成
31
年
度
は
、

基
本
設
計
や
地
質
調
査
を
進
め
ま
す
。

　
平
川
地
区
開
発
事
業
費　
市
街
化
区

域
に
隣
接
し
、
都
市
計
画
道
路
沿
い
に

位
置
す
る
「
平
川
地
区
」
に
お
い
て
、

産
業
系
の
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
土

地
区
画
整
理
事
業
を
導
入
し
、
適
切
な

整
備
・
開
発
を
行
う
も
の
で
、
平
成
31

年
度
は
、
基
本
設
計
や
地
質
調
査
を
進
め
ま
す
。

　『
蔵
の
街
シ
ナ
ジ
ー
マ
ル
シ
ェ
』
委
託
事
業
費　
山
車
会
館
前
広
場

に
お
い
て
、
農
商
工
観
光
等
の
産
業
従
事
者
が
連
携
し
、
商
品
開
発
及

び
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
行
い
、
市
内
の
産
業
の
活
性
化
や
蔵

の
街
大
通
り
の
賑
わ
い
創
出
を
図
る
シ
ナ
ジ
ー
マ
ル
シ
ェ
を
実
施
し
ま

す
。

第
７ 

共
に
考
え
共
に
築
き
上
げ
る
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
憲
章
制
定
事
業
費　
２
０
２
０
年
開
催
予
定
の
市
制
施
行
10

周
年
記
念
式
典
に
合
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
意
欲
を
喚
起
し
、
市
民
主
体
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
上
で
の
市
民
の
心
構
え
や
行
動
指
針

と
し
て
、
市
民
憲
章
を
制
定
し
、
栃
木
市
民
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
予
算
提
案
事
業
費　
市
内
８
つ
の
地
域
に
設
置
さ
れ
た
住
民

代
表
組
織
で
あ
る
「
地
域
会
議
」
か
ら
の
要
望
を
市
の
予
算
に
反
映

さ
せ
る
と
い
う
本
市
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。
市
民
協
働
に
よ
る
地

域
の
課
題
解
決
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、

今
後
も
本
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
地
域
施
設
再
編
モ
デ
ル
総
合
支
所
複
合
化
整
備
事
業
費
（
都
賀
）　　

　
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
及
び
総
合
支
所
複
合
化
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
都
賀
地
域
の
総
合
支
所
、
公
民
館
な
ど
を
集
約
化
し
、
複
数

の
公
共
施
設
の
機
能
を
備
え
た
「
複
合
施
設
」
を
整
備
し
ま
す
。
平

成
31
年
度
は
、
基
本
計
画
の
策
定
及
び
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進

め
ま
す
。

組
織
の
見
直
し

　
今
回
の
見
直
し
は
、
平
成
28
年
４
月
の
組
織
改
編
に
よ
り
、
新
し

い
栃
木
市
の
組
織
の
基
本
的
な
姿
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
行

組
織
の
定
着
を
図
る
た
め
、
必
要
最
小
限
の
見
直
し
と
い
た
し
ま
し

た
。「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
の
開
催
な
ど
、
新
た
な
行
政
課

題
に
も
、
人
的
な
配
置
を
含
め
、
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え

ま
す
。

　

総
合
政
策
部　

新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
連
携
室
を
設
置
し
「
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
関
連
す
る
業
務

な
ど
、
誘
客
に
関
連
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
所
管
す
る
ス
ポ
ー
ツ
連
携
係

と
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
の
業
務
を
所
管
す
る
国
体
推
進
係

を
設
置
し
ま
す
。

　
総
務
部　
危
機
管
理
課
は
、
危
機
事
案
や
災
害
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
防
災
係
を
廃
止
し
、
危
機
管
理
係
に
特
定
職
と
し
て
、

危
機
管
理
員
３
人
を
配
置
し
ま
す
。

　
財
務
部　

行
政
改
革
と
財
政
改
革
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、

総
務
部
総
務
課
か
ら
行
革
推
進
係
を
移
管
し
、
名
称
を
行
財
政
改
革

推
進
係
に
変
更
し
た
上
で
、
公
共
施
設
再
編
課
に
統
合
し
、
課
の
名

称
を
行
財
政
改
革
推
進
課
に
変
更
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
未
来
部　
保
育
課
は
、
事
務
分
掌
の
見
直
し
に
伴
い
、
保

育
政
策
係
の
名
称
を
保
育
管
理
係
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
市
民
か

ら
保
育
園
の
入
園
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
る
係
が
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
、
保
育
推
進
係
の
名
称
を
入
園
支
援
係
に
変
更
し
ま
す
。　

　
産
業
振
興
部　
農
林
整
備
課
は
、
来
年
度
に
森
林
経
営
管
理
制
度

が
創
設
さ
れ
、
所
有
者
が
管
理
で
き
な
い
森
林
を
市
が
管
理
・
経
営

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
な
ど
、
森
林
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
に
関
連
す
る
業
務
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
林
整
備
係
を
農
村
整
備
係
と
林
務
係
に
分

割
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
31
年
度
の
消
防
本
部
を
除
く
組

織
数
に
つ
い
て
は
、
11
部
６
局
75
課
２
２
８
係
と
な
り
、
本
年
度
当

初
と
比
較
し
、
１
課
４
係
の
増
と
な
り
ま
す
。
な
お
、消
防
本
部
は
、

組
織
の
見
直
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
な
ん
で
も

相
談
窓
口
」
を
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
各
総
合
支
所
の
市
民
生
活

課
に
設
置
し
ま
す
。
市
の
行
政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
総
合
支
所
に

来
庁
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
の
目
的
が
円
滑
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
、

相
談
員
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
て
対
応
し
ま
す
。

結
び

　
２
０
２
０
年
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
２
年

度
に
は
栃
木
県
で
国
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
栃
木
県
と
の
連
携
に

よ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
近
代

五
種
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
本
市
は
近
代
五
種
に
と
っ
て
よ
い
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

是
非
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
体
で
は

本
市
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
等
の
会
場
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
友
好
姉

妹
都
市
と
し
て
金
華
市
と
の
交
流
も
継
続
し
、
拡
大
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
栃
木
市
を
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
に
発
表
さ
れ
た
移
住
者
向
け
専
門
誌
の
特
集

「
２
０
１
９
年
版
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
本
市

は
「
子
育
て
世
代
」
部
門
で
２
年
ぶ

り
に
全
国
１
位
に
輝
き
、
昨
年
に
引

き
続
き
す
べ
て
の
部
門
で
上
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
「
と
ち

ぎ
未
来
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中

で
も
お
約
束
し
て
い
る
、
子
育
て
環

境
の
充
実
や
子
供
た
ち
の
健
全
育
成

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
主
な
事
務
事
業
に
お

い
て
ご
説
明
し
た
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
や
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推

進
事
業
の
他
に
も
、
老
朽
化
し
た
民
間
保
育
所
へ
の
整
備
補
助
、
学

童
保
育
の
充
実
、
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
も
、財
源
と
整
合
を
図
り
、

小
中
学
生
の
一
人
月
額
１
，
０
０
０
円
の
軽
減
か
ら
始
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
資
源
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
観
光
の
振
興
や
農
商

工
の
連
携・育
成
、
企
業
誘
致・立
地
促
進
事
業
等
に
よ
る
雇
用
の
創

出
や
将
来
に
向
け
た
財
源
の
確
保
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
「
栃
木
市
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
、
人
口
減
少
対

策
や
地
方
創
生
を
推
進
す
る
施
策
を
重
点
項
目
に
位
置
付
け
て
、
よ

り
一
層
、
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
、
地
域
産
業
の
振
興
、
若
者

の
定
住
促
進
や
働
く
場
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
早
い
も
の
で
、
本
市
は
新
市
と
な
り

10
年
目
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
一
体
感
の
醸
成
や
旧
市
町
の
課
題
整

理
・
新
市
の
魅
力
創
出
な
ど
新
市
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
引
き
続
き
地
域

間
の
融
和
を
図
り
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
と
と
も
に
、

財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の

世
代
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ト
ー
タ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
夢
と
希
望
の
あ
る
、
栃
木
市
を
作
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
２
年
目
と
な

り
「
栃
木
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
が
「〝
自
然
〞〝
歴
史
〞〝
文
化
〞 

が
息
づ
き
〝
み
ん
な
〞

が
笑
顔
の
あ
っ
た
か
栃
木
市
」
を
実
現
し
、
本
市
の
更
な
る
発
展
を

目
指
す
と
と
も
に
、新
市
発
足
10
年
目
の
節
目
と
な
る
こ
と
か
ら『
未

来
へ
の
リ
ス
タ
ー
ト
予
算
』
と
位
置
付
け
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
思
い
を
込
め
、
平
成
31
年
度
予

算
に
基
づ
く
市
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総合運動公園で練習をする
ハンガリー選手

栃木ＩＣ周辺

旧栃木町役場庁舎

藤岡はーとらんど保育園

広報とちぎ　４月号 ２０１９（平成３１）年３月２０日　発行特集　平成31年度 施政方針
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市政トピックスHearts of TOCHIGI

市内小・中学生が熱戦！
栃木市小・中学校ハンドボール大会

　2月 16日（土）・17日（日）の 2日間にわたり、
市内の小中学生による「第 40回栃木市小・中学校
ハンドボール大会」ハンドボール大会を開催しまし
た。大会には、31チームが出場し約 400名の選手
たちによる熱戦繰り広げられ、保護者も横断幕を用
意して力の入った応援が会場を盛り上げました。　　
　2022年の「いちご一会とちぎ国体」では、本市
がハンドボールの会場となりますが、この日の出場
者から活躍する選手が出てくるかもしれませんね。

テレワークを推進して
子育てしやすい環境づくりを

　「テレワーク」とは、インターネットなどの情報
通信技術を活用し、時間や場所にとらわれない柔軟
な働き方のことを言います。子育てと仕事の両立が
しやすいこの働き方を推進するため、市では民間会
社と連携し、総務省の交付金を活用して整備した拠
点で、テレワーカーの育成事業をはじめました。
　2月 25日には、拠点となる施設のオープニング
セレモニーが行われ、大川市長のほか、育成事業に
参加する子育て中の皆さんも出席しました。

太平山桜まつり 
３月29日（金）～４月7日（日）  
 「日本の桜名所１００選」で花や味覚を
お楽しみください。
場所　太平山県立自然公園
　　　（期間中、謙信平駐車場は有料）
問合先　太平山桜まつり実行委員会
　　　（観光振興課内 ☎ (21)２３７４）

おおひら桜まつり
３月３１日（日）～４月７日（日）  
   （SAKURAフェス ３月３１日（日）10～16
時／ステージイベント ６日（土）・７日（日） )
期間中の 18時～ 22時は、大平運動公
園前のさくら通りをライトアップ！
場所　大平運動公園前さくら通り
問合先　おおひら桜まつり実行委員会
　（大平産業振興課内☎ (43) ９２１３）

※15頁に「いぶきの里さくらまつり」の情報があります。

金崎のさくらまつり 
３月31日(日）～４月14日(日）     
思川の土手沿いに続く約２００本の桜
並は圧巻。４月７日 (日 ) はイベントあ
り。期間中の夜は提灯が灯ります。
場所　金崎の桜堤 (思川河川敷と周辺 )
問合先　栃木市観光協会西方支部
（西方産業振興課内 ☎ (92) ０３１３）

つがの里花彩祭２０１９
３月31日（日）～４月14日（日）
「つがの里桜」をはじめ、開花時期の異
なる桜が次々と咲き、長い期間楽しめ
ます。ぼんぼりに照らされた幻想的な
夜桜も。期間中の土・日はイベントあり。
場所　つがの里
問合先 つがの里花まつり実行委員会
（都賀産業振興課内☎ (29)１１０４）

栃木市・渡良瀬バルーンレース２０１９
  ４月５日（金）～７日（日）
   （競技◇開始時間　５日、６日は６時 20
分  と 15時、７日は６時 20分のみ）
第25回藤岡さくら祭り
  ４月６日（土）９時～19時
  ７日（日）９時～16時
熱気球教室体験、夜空に輝く幻想的な
バルーンと打ち上げ花火の競演「バルー
ンイリュージョン」、各種ステージなど。
場所　藤岡渡良瀬運動公園
問合先　渡良瀬バルーンレース実行委
員会・栃木市観光協会藤岡支部
（藤岡産業振興課内☎ (62) ０９０７)

あなたの好きな桜、教えてください
  FMくらら８５７に、あなたの好きな桜のエピソー
ド＆フォトを投稿しよう！
  番組内で紹介されます♪詳しくは
下記ホームページをご覧ください。
https://www.city.tochigi.lg.jp/
           soshiki/33/14102.html

花
を
愛
で
て
つつ 
と
ち
ぎ
の
春　

第5回 西方のさくらフォトコンテスト「金崎のさくら賞」作品

とちぎの文化が一同に
文化マイスターのつどい

　市教育委員会が認定した「栃木市文化マイスター」
の活動発表と団体同士の活動交流を兼ねた「文化マ
イスターのつどい＆栃木市文化活動協議会活動交流
会」が、2月 2日・3日に岩舟文化会館と岩舟公民
館を会場に行われました。当日は、演奏やダンス・
漫談などの舞台発表や、写真や手芸などの作品展示
のほか、焼き絵体験や勾玉づくりなどの体験講座も
開催され、栃木の文化に触れることのできる充実し
た 2日間となりました。
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 3 年間にわたった、ＪＲ 6社と地域との
大型観光キャンペーンＤＣ（デスティネー
ションキャンペーン）も今年が最後！
　栃木市では、今年も様々なイベントで
全国の皆さんをおもてなしします。

例えば
♥ 笑顔であいさつやお出迎え
♥ 旅行者への手助け
♥ オススメの観光地やお土産の紹介
♥ 観光地やまちの魅力アップ　　　　　　など
★市内の団体でもこんなおもてなしをします
栃木市観光ボランティア協会 ＧＷ期間中にはえきなか観光
案内、とちぎ山車まつりには特別案内を行う予定です。
栃木市商店会連合会 会員の各店舗に観光パンフレットを配
置し、お客様への道案内や観光案内をします。

♥栃木市内では、アフターＤＣでこんな楽しいイベントで皆さんをお出迎えします

※このほかにも期間内は、イベント盛りだくさん！詳しくは栃木市または栃木市観光協会のホームページへ。

  普段、春に見ることのできない江戸型人
形山車が、リニューアルして広くなった山
車会館前広場に登場！見事な彫刻や金糸銀
糸の刺繍で彩られた豪華絢爛な山車を、ぜ
ひ間近でお楽しみください。
日時　5月1日（水・祝）・２日（木・休）
場所　とちぎ山車会館前広場
　（万町・とちぎ蔵の街大通り沿い）

問合先　観光振興課　☎（２１）２３７３

■ゴールデンウィーク中の業務のご案内
　市役所は、本庁、各総合支所ともに４月 27日 ( 土 ) から５月６日 (月 ) まで
閉庁となります。ご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、出生届、婚姻届、死亡届等の届出は、宿日直（市役所本庁舎１階南西
角　警備室内）で預かります。
　また、コンビニエンスストアにおける証明書交付サービス及び自動交付機サー
ビスは、通常通りご利用いただけます。（プラッツおおひらの自動交付機につい
ては４月 29日、５月６日を除く）

問合先　総務課　☎ (21) ２３４２

■防災無線の放送内容を電話で確認できます
　市では、大雨や台風、地震などの災害情報や避難勧告等の避難情報を市民の
皆さまへ迅速かつ確実に一斉に伝達するため、防災無線（屋外スピーカー）を
整備しています。下記の電話番号にかけると、直近（24時間以内）の放送内容
が確認できるサービスを開始しました。ぜひご利用ください。

　防災無線電話応答サービス　☎ (24) ３３２２
※新たに設置したスピーカーを４月１日より運用開始します。設置箇所は市ホー
ムページを参照ください。
https://www.city.tochigi.lg.jp/soshiki/12/2362.html

問合先　危機管理課　☎ (21) ２５５１

ゴールデンウィーク中の
とちぎクリーンプラザへのごみの持ち込み

　4/27（土）～ 5/6（月）の期間、とちぎクリーンプラザへの直接ごみの持ち
込みができる日時は、次のとおりです。
　〇 4月 27日（土）：8時 30分～ 16時 30分
　〇 4月 28日（日）～ 5月 1日（水）：受付できません
　〇 5月 2日（木）～４日（土）：8時 30分～ 16時 30分
　〇 5月 5日（日）・6日（月）：受付できません。
手数料　分別ごみ１０キログラムにつき２５０円（消費税含む。） 
　　　   １０キログラム未満の端数は、１０キログラムとみなします。

問合先　とちぎクリーンプラザ  ☎ (31)2446

■延長窓口をご利用ください
　市では、市民の皆さんの利便性向上を目指して、利用の多い窓口の開設時間
を延長しています。どうぞ、ご利用ください。
開設場所と開設日　※年末年始（12月 29日～ 1月 3日）および休日を除く

場所 開設曜日 時間 開設課

市役所本庁舎 月～金

17時15分
～19時

市民生活課　　 ☎ (21)2126
保険医療課　　 ☎ (21)2131
市民税課　　 　☎ (21)2261
資産税課　　 　☎ (21)2271
収税課　　　 　☎ (21)2281

大平総合支所
金

大平市民生活課 ☎ (43)9209
藤岡総合支所 藤岡市民生活課 ☎ (62)0903
都賀総合支所 第 2・第 4金 都賀市民生活課 ☎ (29)1102
西方総合支所 金（予約制） 西方市民生活課 ☎ (92)0306
岩舟総合支所 金 岩舟市民生活課 ☎ (55)7754

取扱業務
・住民票の写し、戸籍謄抄本等の交付
・印鑑登録申請、証明書の交付
・住民異動届、戸籍届の受付
・斎場、霊きゅう車利用承認証の交付
・自動車臨時運行許可の申請の受付
・個人番号カードの交付（各総合支所は予約制）

・旅券の交付（※本庁舎市民生活課のみの取り扱いです）
・国民健康保険資格の取得、喪失
・高額療養費支給申請の受付
・国民年金保険料免除、学生納付特例申請の受付
・医療費助成申請の受付
・後期高齢者医療関係届出の受付

・市税等の納付受付
・納税証明書（個人用・車検用）の交付
・所得証明書、課税証明書、非課税証明書の交付
・住民税決定証明書の交付
・土地評価証明書、家屋評価証明書の交付

問合先　総務課　☎ (21) ２３４３

とちぎ山車まつり　 ～春の陣～

イベント名 開 催 日 開 催 場 所 内 容
小江戸夜桜まつり 3.29 ～ 4.7 太平山県立自然公園 桜の名所百選に選ばれる太平山で、灯りに照らされる桜を眺めながら、太平山３大名物を楽しめる。

朝摘みいちご (とちおとめ＆スカイベリｰ ) 4 月（要確認）いわふねフルーツパーク 朝収穫の１番おいしい状態のいちごを楽しめるよう開始時間を早めてご案内。アフターDC期間限定のミニジェラート引換券付き。
屋形船で楽しむ蔵の街 4.1 ～ 6.30 蔵の街遊覧船 アフターDC期間限定で、総檜造の屋形船に遊覧船と同じ 700円で乗船できる。（人数限定）

江戸からくり人形の実演 4月～ 6月
第３日曜日ほか とちぎ山車会館前広場 「からくり人形師」半屋弘蔵氏による江戸からくり人形（茶運び人形、段返り人形 等）の実演。

春の特別企画展
「田村セツコのＨＡＰＰＹがいっぱい！」 4.27 ～ 8.4 とちぎ蔵の街美術館 田村セツコ（イラストレーター）の長きにわたる活動を紹介。多彩な作品を通してハッピーな気持ち

になれる展覧会。
人形まつり 5.5 ～ 5.6 とちぎ山車会館前広場 こどもの健康と立身出世を願う鯉のぼりくぐりや鯉のぼり塗り絵等をメインに、家庭で大切にしてい

た人形を預かり供養をする「人形供養」も行う恒例イベント。
歴コレ 2019
～とちぎ県南地域歴史文化財コレクション～ 4.1 ～ 6.30 栃木県南エリア アフターDC期間に県南エリアでの各市町で、歴コレカードを配布。カードを集めながら、文化財を満喫。

うずま川行灯まつり 6.1 ～ 8.31 開運橋～うずま公園 アフターDCの開催に合わせ 1ヶ月前倒しで行灯 (100 以上 ) を巴波川に設置。行灯には栃木市ゆか
りの切り絵作家の作品が施される。

東武宇都宮線フリー乗車ＤＡＹ 6.15 東武宇都宮線
栃木駅～東武宇都宮駅間 6月 15日の栃木県民の日にあわせて、東武宇都宮線では栃木駅～東武宇都宮駅間が一日無料。
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相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。
市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内

若者を狙った消費者トラブル

　年度の変わり目は、大人も子どもも人間関係が大きく変わったストレス
で、イライラしやすくなります。「アンガーマネジメント」という言葉をご存じですか。
アンガー（イライラや怒り）とはどんな感情なのかを理解すると、イライラとうまく
付き合うことができるようになります。
　日本アンガーマネジメント協会の松本和子氏は、次のように解説しています。「イ
ライラ・怒りの感情が生まれるのは、理想と現実のギャップにある。つまり、〇〇は、
こうあるべきだという理想（願い）が判断基準になっていて、この判断基準が現実（現
在の状況）とどれだけ食い違っているかによって、様々なイライラや怒りの感情が出
てくる。」そのうえで、イライラや怒りを軽減させるには、「そのくらいなら、まあい
いか。この程度なら、まあいいか。」と自分の心の中に「許せる範囲を作っておくこと。」
「理想ばかり追い求めないこと。」が大切であると言うのです。
　「我が子には、こうなって欲しい。これがしつけだ。今、厳しくしないと…。」こん
なことばかり考えてしまうと、イライラや怒りが溜まってしまいます。子どもを怒っ
てしまいそうな時は、「６秒程度待って！この待っている間に唱えられる言葉を作っ
ておく。」とよいでしょう。例えば、「まあ、いいか。笑っちゃえ。…」何でもよいです。
　怒りの感情は、どこに飛んで行くか分かりません。人を傷つけないためにも、心の
中の許せる範囲を広げていきましょう。　　　　　　　生涯学習課 ☎ (21)2490

　「簡単にもうかる」という広告や知人からの勧めをきっかけに、高額なテキストや
商品を購入させられた挙句、まったく収入が得られない、というトラブルが多発し
ています。お金を稼ぐために先に大金を支払うような契約には注意が必要です。
　事 例　友人から「簡単に稼げるアルバイトがある。誰にでもできる。」と誘われて
参加した説明会で、入会費５千円、電子テキスト代３０万円かかると言われた。
「テキスト代などを払うお金がない」と断わろうとしたが「最低でも１か月で
５０万円は稼げる」「クレジット契約をすればいい」「消費者金融から借りれば
いい」と言われ契約をしてしまった。しかし、テキスト通りにしても、まった
く収入が得られない。クレジットカードの支払いが苦しい。

　若者は、社会的な知識や経験不足によりトラブルにあうことがあります。被害に
遭わないよう、最新の手口や被害情報を知ることが必要です。
もうけ話は信じない　簡単に大金を稼げるということはあり得ません。もうけ話を
うのみにせず、不必要な契約はきっぱりと断りましょう。
その場で契約しない　うまい話を持ちかけられ判断に迷うようなら、いったん帰宅
して周囲に相談するなど、冷静に考えるようにしましょう。
お金がないなら契約しない　自分の支払い能力を超える契約をすると、支払いに困
り生活が立ち行かなくなることもあります。クレジット契約や借金をしてまで必要
なのか考えましょう。借金をさせてまで契約を勧める事業者は信用しないようにし
ましょう。
　　　　　消費生活センター（入舟庁舎内）☎ (23) ８８９９ ／ FAX（23）８８２０

子育てのイライラとうまく付き合うには

77 相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約 )

（弁護士が法的な見解等を助
言 )

※  4 月・5月分の相談の事前予
約は、4 月 1 日（月）8 時 30
分から受付を開始します。

4月 12日（金）、26日（金）
5月 10日（金）、24日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

5 月 16日（木）
10時～ 12時

大平隣保館 2階相談室 /☎(43)6611
0120-46-7830

4 月 15日（月）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

4 月 23日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

5 月 28日（火）
10時～ 12時

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

4 月 18日（木）
10時～ 12時

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○法律相談 ( 事前に要予約 )
※栃木市社会福祉協議会主催

4月 2日（火）、16日（火）
9時～ 12時

大平地域福祉センター ふるさとふれあい館
/社会福祉協議会大平支所☎(43)0294

〇宅地建物相談 (事前に要予約)
(土地・建物の売買や賃貸借、所有と管理)

4 月 19日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○市民相談
(日常生活の問題など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○消費生活相談 ( 商品やサー
ビスなど消費生活全般 )

月～金曜日
9時～ 16時

入舟庁舎 /消費生活センター
　          ☎ (23)8899 FAX (23)8820

○合同相談
(行政相談・人権相談 )

4月 9日（火）、23日（火）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

5 月 16日（木）
10時～ 12時

大平総合支所 1 階 相談室 /
大平市民生活課☎ (43)9211

4 月 10日（水）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

4 月 23日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 大会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

5 月 28日（火）
13時 30分～15時 30分

西方公民館 2階 小会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

4 月 18日（木）
13時 30分～15時 30分

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○人権相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

大平隣保館☎(43)6611 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

○配偶者等からの暴力 (DV)
相談

月～金曜日
9時～ 16時

配偶者暴力相談支援センター
☎（21）2218

○いじめ相談電話 月～金曜日 9時～ 17時
※土日祝日･時間外は留守電･FAX

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (24)0667　FAX (21)2690

○青少年相談
(非行問題・不登校など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX (21)2690

○家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の
子どもとその家族 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

○児童虐待相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／子育て支援課☎ (21)2226　
※左記以外の時間は☎ 189
（児童相談所全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ）

○婦人・ひとり親家庭相談 月～金曜日
9時～ 16時 本庁舎/子育て支援課　☎(21)2229

○障がい児者相談 (福祉サービ
スの利用・障がいを理由とする
差別・合理的配慮及び虐待防止)

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎 / 障がい児者相談支援セン
ター(障がい福祉課内)☎(21)2235、
(21)2236、(21)2208 FAX (21)2682

○就労支援相談(事前に要予約)

(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時

※
祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113
第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

○高齢者相談
（介護や福祉、生活全般、虐待）

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／栃木中央地域包括支援セン
ター ☎（21）2245・2246

○もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

4月 12日（金）
10時～ 11時 30分

本庁舎 1階 市民スペース／栃木中央地域
包括支援センター☎（21）2171・2246

　本市の国民健康保険や後期高齢者医療に加入し人間ドック等を受診される方
へ、疾病の早期発見及び健康の保持増進を図るため、費用の一部を助成します。

申込種別　一般ドック（日帰り・宿泊）および脳ドック（日帰り）
受診期間　６月１日 (土 ) ～ 2020 年３月 31日 ( 火 )
対象
　○ 国民健康保険の 35歳以上の被保険者で、国民健康保険税に未納が無く、特
定健診を受診しない方

　○ 後期高齢者医療の被保険者で、後期高齢者医療保険料に未納が無く、健康診
査を受診しない方

検診 機関　とちぎメディカルセンターとちのき、西方病院、獨協医科大学病院、
自治医科大学付属病院、大岡メディカルクラブ、慶友健診センター、宇都宮
記念病院、栃木県保健衛生事業団、佐野厚生総合病院（国保のみ）、佐野医
師会病院、佐野市民病院、済生会宇都宮病院

助成  額　ドック費用の２分の１相当額（千円未満切捨、年度内１人１回。平成
31年度から限度額が２万円になりました）

　　※医療機関で助成額を差し引いた自己負担額を支払いください。

定員（いずれも定員を超えた場合抽選）
　　　          国民健康保険　１，１３０人　　後期高齢者医療　３００人
申込・受診方法
　 　所定の申請書に必要事項を記入押印（シャチハタ不可）のうえ、次の申込先
へ申請してください。申請書は、本庁保険医療課、各総合支所の市民生活課に
あります。（市ホームページからダウンロード可）
　助成が決定した方には、５月下旬に市より「人間ドック検診券」を郵送します。
　 　その後は、申請書に記入した検診機関にご自分で直接予約をし、検診券と被
保険者証、自己負担額分の検診代金などをお持ちのうえ、受診してください。
　 ※市外に転出した場合や、検診を受ける前に他の健康保険に加入した場合は、
助成の対象となりません。また、特定健診（健康診査）と重複して受診した場
合は、助成金を返還していただきますのでご注意ください。
申込期間　４月 22日 ( 月 ) ～５月８日 (水 ) まで
申込先
　○窓口　本庁保険医療課または各総合支所市民生活課
　○郵送　〒 328-8686
　（住所不要）栃木市役所　保険医療課あて（５月８日 (水 ) 必着）
　○ FAX  (21) ２６７９
問合先　保険医療課　　  国民健康保険　　☎ (21) ２１３１
　　　　　　　　　　　後期高齢者医療　☎ (21 ) ２１３７

国民健康保険・後期高齢者医療被保険者の方へ
人間ドック費用一部助成 申請受付のご案内

まだ間に合う！2019年4月新入生入学願書受付中！

入試日程：3月30日（土）【最終】
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栃
木
市
消
防
本
部
・
栃
木
市

消
防
署
庁
舎
整
備
基
本
計
画

（
素
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

　

市
消
防
本
部
で
は
、
老
朽
化

及
び
狭
あ
い
化
し
た
各
消
防
庁

舎
を
計
画
的
に
整
備
し
、
災
害

か
ら
市
民
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
昨
年
度
策
定
し
た

「
栃
木
市
消
防
庁
舎
整
備
基
本
構

想
」
を
踏
ま
え
、
消
防
本
部
・

消
防
署
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体

的
な
諸
条
件
の
整
理
検
討
を
行

い
、「
栃
木
市
消
防
本
部
・
栃
木

市
消
防
署
庁
舎
整
備
基
本
計
画

（
素
案
）」
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
の
素
案
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
／

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
個
人
、

法
人
等
／
市
税
の
納
税
義
務
者
／

本
件
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

募
集
期
間　

３
月
11
日
（
月
）

～
４
月
９
日
（
火
） （
必
着
）

閲
覧
場
所　
消
防
本
部
消
防
総

務
課
（
消
防
本
部
別
館
２
階
）、

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎

４
階
）、
各
総
合
支
所
地
域
づ

く
り
推
進
課
、
大
宮
・
皆
川
・

吹
上
・
寺
尾
・
国
府
の
各
公
民

館
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
。 

①
直
接
提
出　
消
防
本
部
消
防

総
務
課
窓
口
、
総
務
課
（
本
庁

舎
３
階
）
窓
口
、
各
総
合
支
所

地
域
づ
く
り
推
進
課
窓
口
、
大

宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・
国

府
の
各
公
民
館
窓
口
（
平
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分
）

②
郵
送　
〒
３
２
８-

０
０
１
２　

栃
木
市
平
柳
町
１-
34-

５　
栃

木
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課
あ
て

③
FAX 

（22）
６
７
６
６

④
✉　

fd

‐soum
u@

city.
tochigi.lg.jp

そ
の
他　
提
出
さ
れ
た
意
見
は

後
日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。（
住
所･

氏
名
等
は

非
公
表
）
意
見
に
対
す
る
個
別

回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問 

消
防
本
部
消
防
総
務
課

　
　
　
　
　
　
☎

（23）
３
５
２
７　

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う

　
選
挙
は
、
国
民
が
政
治
に
参
加

す
る
最
大
の
機
会
で
あ
り
、
民
主

主
義
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
。

選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
代
表
者

は
、
法
律
や
条
例
の
制
定
や
予
算

の
決
定
に
か
か
わ
る
な
ど
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
代

表
者
を
選
ぶ
の
が
選
挙
で
す
。
私

た
ち
の
代
表
と
し
て
、
国
や
地
方

の
政
治
を
ま
か
せ
る
の
で
す
か

ら
、
選
挙
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
投
票
日
は
学
校
や
仕
事
が
あ

る
、
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
冠
婚
葬

祭
な
ど
予
定
の
あ
る
方
は
期
日

前
投
票
が
あ
り
ま
す
の
で
積
極

的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
職
選
挙
法
で
は
、
選

挙
の
公
正
、
平
等
を
保
つ
た
め

次
の
行
為
等
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
候
補
者
や
選
挙
事
務
所

関
係
者
だ
け
で
な
く
、
有
権
者

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

選
挙
違
反
の
主
な
ケ
ー
ス

・
金
銭
、
物
品
、
供
応
接
待
な

ど
に
よ
る
票
の
獲
得
や
誘
導

・
限
ら
れ
た
範
囲
の
有
権
者
や
選

挙
運
動
者
に
対
す
る
寄
附
な
ど

　
日
々
の
く
ら
し
の
中
で
私
た
ち
が

持
っ
て
い
る
意
見
や
願
い
を
政
治
に

反
映
さ
せ
る
た
め
の
貴
重
な
一
票
で

す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
５
３
１

寺
尾
財
産
区
議
会
議
員
が
就
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
の
結

果
、
左
記
の
と
お
り
寺
尾
財
産
区

議
会
議
員
11
名
が
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
30
年
12
月
14
日
か
ら

４
年
間
で
す
。
ま
た
、
今
年
１
月

臨
時
会
で
議
長
に
岩
澤　
進
議
員
、

副
議
長
に
橋
本　
誠
議
員
を
選
任

し
、
議
会
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

髙
𣘺
孝
男
（
大
久
保
町
）

橋
本　
誠
（
出
流
町
）

鈴
木
光
夫
（
鍋
山
町
）

新
村
正
男
（
梅
沢
町
）

熊
倉
清
信
（
星
野
町
）

峰
岸
晃
一
（
鍋
山
町
）

蓼
沼
善
雄
（
尻
内
町
）

白
石
和
夫
（
梅
沢
町
）

篠
崎
哲
男
（
尻
内
町
）

岩
澤　
進
（
鍋
山
町
）

寺
内　
茂
（
鍋
山
町
）

※
議
席
番
号
順

問 

管
財
課　
☎

（21）
２
６
０
２

４
月
７
日
（
日
） 

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
無
料
運
行

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
選
挙
投
票

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
投
票

日
当
日
に
全
路
線
・
全
区
間
の
無

料
運
行
を
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

選
挙
投
票
以
外
で
の
ご
利
用
の

方
も
無
料
と
い
た
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
是
非
ふ
れ
あ
い
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
交
通
防
犯
課
☎

（21）
２
１
５
３

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度

改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
31
年
度
は

月
額
１
万
６
，
４
１
０
円
と
な
り

ま
す
。
現
金
で
納
付
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
４
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
納
付
書
が
送
ら
れ
ま

す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月
の

末
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
は
、
５

月
７
日
（
火
）
が
納
期
限
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料　

学
生
納
付

特
例
の
申
請（
４
月
１
日
か
ら
）

　
学
生
で
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
申
請
を
す
る
と
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
年
金
手

帳
／
学
生
証
（
写
し
可
、
表
裏

両
面
が
必
要
）、
ま
た
は
在
学

期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書
／

印
か
ん
／
申
請
さ
れ
る
方
の
個

人
番
号
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
／
来
庁
さ
れ
る
方
の
運

転
免
許
証
、
ま
た
は
個
人
番
号

カ
ー
ド
等
ご
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類
／
委
任
状
（
代
理
人
が

手
続
き
す
る
場
合
。様
式
不
問
）

申
請
で
き
る
期
間

　

平
成
31
年
度
に
申
請
が
で
き

る
の
は
、
申
請
が
受
理
さ
れ
た
月

の
２
年
１
か
月
前
か
ら
平
成
32

年
３
月
ま
で
で
す
。
な
お
、
平
成

30
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を
承

認
さ
れ
た
方
で
、
平
成
31
年
度
も

引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
に
は
、

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ

キ
形
式
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
返
送
さ
れ
た
方
は
、
窓
口
で

の
申
請
は
不
要
で
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
市
役

所
及
び
各
総
合
支
所
で
で
き
ま
す
。

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
４

４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

対
象
者　
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降
の
方

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６

か
月
前
か
ら
届
出
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
届
出
が
で
き
る
の
は
、

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か

ら
４
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か

月
前
か
ら
６
か
月
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４

か
月
）
以
上
の
出
産
を
い
い
ま

す
。（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ

れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
付

し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

次
の
書
類
を
持
参
く
だ
さ
い
。

母
子
健
康
手
帳
／
年
金
手
帳
／

印
か
ん
／
申
請
さ
れ
る
方
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書

類（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、通
知
カ
ー

ド
等
）
／
来
庁
さ
れ
る
方
の
ご
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
、在
留
カ
ー
ド
等
）

／
委
任
状
（
代
理
人
が
手
続
き
す

る
場
合
。
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。）

※
死
産
等
の
場
合
は
、
事
前
に
問

合
せ
先
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
４

新
小
学
１
年
生
・
新
中
学
１

年
生
に
こ
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
者
証
を
送
り
ま
す

　
対
象
者
に
、
新
し
い
受
給
資

格
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

（
小
学
生
は
む
ら
さ
き
色
、
中

学
生
は
ピ
ン
ク
色
）。
受
給
期

間
が
終
了
し
た
受
給
資
格
者
証

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
問

合
先
ま
で
返
却
く
だ
さ
い
。

※
受
給
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、

栃
木
市
か
ら
転
出
し
た
場
合
は

受
給
資
格
者
証
を
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
転
出
手
続
き
の
際
に
返

却
く
だ
さ
い

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
６

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ご
み
出
し

方
法
が
変
わ
り
ま
す
～
ラ
ベ

ル
を
は
が
し
て
く
だ
さ
い
～

　
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
資
源
ご
み
に
出
す

と
き
は
、
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
く

だ
さ
い
。は
が
し
て
い
な
い
場
合
、

違
反
ご
み
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
直
接
と
ち
ぎ
ク
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
む
場
合
も

ラ
ベ
ル
は
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

環
境
課
環
境
美
化
係
（
と

ち
ぎ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
内
）

　
　
　
　
　
　
☎

（31）
２
４
４
７

新
年
度
証
明
書
発
行
開
始
日

評
価
証
明　
４
月
１
日
（
月
）
～

公
課
証
明　
５
月
10
日
（
金
）
～

所
得
・
課
税
・
住
民
税
決
定
証
明　

・
給
与
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

の
方　
５
月
15
日
（
水
）
～

・
普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座

払
い
）、
年
金
特
別
徴
収
の
方　

６
月
10
日
（
月
）
～

証
明
書
交
付
に
必
要
な
も
の　

申
請
書（
窓
口
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
設
置
）
／
窓
口
で
本
人
確

認
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
／
委
任
状

（
住
民
票
の
世
帯
が
同
一
で
な

い
方
が
証
明
書
を
取
り
に
来
る

場
合
。
ご
家
族
で
も
必
要
）

問 

市
民
税
課
☎

（21）
２
２
６
１

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

 

お
知
ら
せ 

　２０１９（平成３１）年度  市税等の納期一覧
　　納期限内で納付に協力をお願いします。
　　(    ) は納期限日・口座振替日です。

月 軽自動車税 固定資産税
都市計画税

市・県民税
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料
介護保険料

普通徴収 年金徴収 普通徴収 年金徴収

４月 ４月
仮徴収

４月
仮徴収

５月 全 期
（5月31日）

１ 期
（5 月 31 日）

６月 １ 期
（7 月 1 日）

６月
仮徴収

６月
仮徴収

７月 ２ 期
（7 月 31 日）

１ 期
（7 月 31 日）

８月 ２ 期
（9 月 2 日）

８月
仮徴収

２ 期
（9 月 2 日）

８月
仮徴収

９月 ３ 期
（9 月 30 日）

３ 期
（9 月 30 日）

10 月 ３ 期
（10月31日）

１０月
本徴収

４ 期
（10月 31日）

１０月
本徴収

11 月 ４ 期
（12月2 日）

５ 期
（12 月 2 日）

12 月 ４ 期
（1 月 6 日）

１２月
本徴収

６ 期
（1 月 6 日）

１２月
本徴収

１月 ７ 期
（1 月 31 日）

２月 ２月
本徴収

８ 期
（3 月 2 日）

２月
本徴収

３月 ９期（随時）
（3 月 31 日）

市税・保険料の納付は安心・便利な口座振替を
利用できる市税等　※普通徴収に限る
市県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税、
後期高齢者医療保険料、介護保険料　など
受付窓口　収税課、各総合支所市民生活課、各支所・出張所、
取扱金融機関（ゆうちょ銀行は直接最寄りの郵便局へ申込み）
取扱金融機関　市内に店舗のある金融機関および三井住友銀行

（すべての本支店が利用可）
申請に必要なもの　取引金融機関の通帳、通帳届出印
※収税課窓口では、取引金融機関のキャッシュカードをお持ち
いただくだけで申し込みできます。（対応可能金融機関が限られ
ますので、問い合わせください）
振替開始時期　申込日の翌月末以降の納期から振替を開始します。
２０１９（平成３１）年度第 1 期より口座振替開始希望の場合
・固定資産税・都市計画税、軽自動車税…４月末まで
・市県民税…5 月末まで
・国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料…6 月末
までに申込みください。
※国民健康保険税を口座振替利用の方が、後期高齢者医療保険
に切り替えとなった場合は、改めて申込みが必要です。

問 収税課  ☎（21）2281



8広報とちぎ　４月号２０１９（平成３１）年３月２０日　発行 お知らせ

固
定
資
産
税
の
縦
覧

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
（
月
）

～
５
月
31
日
（
金
）
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分

縦
覧
場
所　

資
産
税
課
窓
口

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

縦
覧
で
き
る
方　
市
内
に
あ
る

土
地
や
家
屋
に
対
し
て
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
る
方
な
ど

縦
覧
で
き
る
事
項　
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
／
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿

必
要
な
も
の　
申
請
者
の
認

印
・
本
人
確
認
書
類
、
委
任
状

（
代
理
人
の
場
合
）、
法
人
登
録

印
又
は
法
人
登
録
印
を
押
印
し

た
委
任
状
（
法
人
の
場
合
）

手
数
料　
無
料

問 

資
産
税
課
☎

（21）
２
２
７
１

新
生
活
を
応
援
！
定
住
促
進

補
助
制
度
の
ご
案
内

通
勤
者
特
急
券
購
入
費
補
助
金

「
楽
賃
」

東
武
鉄
道
を
利
用
し
て
東
京
都

内
に
通
勤
す
る
市
民
の
通
勤
費

用
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
東
武
鉄
道
を
利
用
し

て
東
京
都
及
び
都
内
経
由
で
他

県
へ
通
勤
す
る
方

補
助
対
象
費
用　
通
勤
に
利
用
し

た
東
武
鉄
道
特
急
券
の
購
入
費
用

補
助
金
額　
１
万
円
／
月
ま
で

申
請
期
間　

４
月
１
日
（
月
）

～
平
成
32
年
３
月
31
日
（
火
）

※
申
請
前
に
購
入
し
た
特
急
券

は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

通
学
者
定
期
券
等
購
入
費
補
助
金

「
通
学
版
楽
賃
」

東
武
鉄
道
を
利
用
し
て
東
京
圏

に
通
学
す
る
市
民
の
通
学
費
用

に
つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
東
武
鉄
道
を
利
用
し

て
東
京
都
及
び
そ
の
近
郊
（
神

奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
）

へ
通
学
す
る
大
学
生・短
大
生・

専
修
学
校
生

※
埼
玉
県
及
び
千
葉
県
に
つ
い

て
は
、
対
象
外
と
な
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
問
合
先
ま
で
。

補
助
対
象
費
用　
通
学
に
利
用

し
た
定
期
券
、
回
数
券
、
普
通

乗
車
券
、
特
急
券
の
購
入
費
用

補
助
金
額　
２
万
円
／
年
度
ま
で

申
請
期
間　
定
期
券
等
の
購
入

日
か
ら
１
年
以
内

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

新
婚
生
活
を
始
め
る
夫
婦
の
住

ま
い
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て

補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
平
成
31
年
１
月
１
日

以
降
に
婚
姻
し
た
、
所
得
合
計

３
４
０
万
円
未
満
か
つ
年
齢
合

計
70
歳
未
満
の
新
婚
夫
婦

補
助
対
象
費
用　
平
成
31
年
１

月
１
日
以
降
に
生
じ
た
住
宅
の

購
入
・
賃
借
費
用
及
び
引
越
費
用

補
助
金
額　
30
万
円
ま
で

申
請
期
間　

４
月
１
日
（
月
）

～
平
成
32
年
３
月
31
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
記
載
内
容
以
外
に
複
数

の
条
件
あ
り
。
詳
細
は
問
合
先
へ

問 

住
宅
課　
☎

（21）
２
４
５
３

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
に
は
、

生
涯
に
１
回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
こ

の
機
会
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
登

録
済
み
の
方
に
は
通
知
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
犬
が
病
気
等
で
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
心
配
な
場
合
は
、
動
物
病

院
で
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
犬
が
死
亡
し
た
場
合
、
住
所
・

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
問

合
先
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場　
別
表
の
と
お
り

料
金　
注
射 

１
頭
３
，
５
０
０
円

（
で
き
る
だ
け
お
つ
り
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。）

※
新
規
登
録
の
犬
は
、
別
途
、

登
録
手
数
料
３
，
０
０
０
円

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
！

・
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
、
必
ず

リ
ー
ド
で
繋
い
で
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
一
度
に
複
数
の
犬
を
引

く
こ
と
も
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
犬
が
外
で
フ
ン
を
し
た
ら
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

問 

環
境
課　

☎
（21）
２
１
４
１　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

２
０
１
９
年
度
よ
り
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
の
デ
ザ
イ
ン

が
変
わ
り
ま
す

　

鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
犬
の

飼
い
主
を
明
ら
か
に
し
、
注
射
を

済
ま
せ
た
と
い
う
安
全
証
明
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
犬
が
迷

子
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と

き
の
目
印（
迷

子
札
）
と
な

り
ま
す
。
首

輪
な
ど
に
必

ず
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
。

問 

環
境
課
☎
（21）
２
１
４
１

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
！

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら

働
き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施

行
さ
れ
ま
す

ポ
イ
ン
ト
①　

時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
！

時
間
外
労
働
の
上
限
は
月
45
時

間
、
年
３
６
０
時
間
を
原
則
と

し
、
臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
で
も
年
７
２
０
時
間
、

単
月
１
０
０
時
間
未
満
（
休
日

労
働
含
む
）、
複
数
月
平
均
80
時

間
（
休
日
労
働
含
む
）
を
限
度

に
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
行:

２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

※
中
小
企
業
は
２
０
２
０
年
４

月
１
日
～

ポ
イ
ン
ト
②　

年
次
有
給
休
暇

の
確
実
な
取
得
が
必
要
で
す
！

使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次

有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
全
て

の
労
働
者
に
対
し
、毎
年
５
日
、

時
季
を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を

与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
行:

２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

ポ
イ
ン
ト
③　

正
規
雇
用
労
働

者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
間

の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ

れ
ま
す
！

同
一
企
業
内
で
、
正
規
雇
用
労
働

者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
（
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
・
派
遣
労

働
者
）
の
間
で
、
基
本
給
や
賞
与

な
ど
の
個
々
の
待
遇
ご
と
に
不
合

理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

施
行:

２
０
２
０
年
４
月
１
日
～　

※
中
小
企
業
は
２
０
２
１
年
４

月
１
日
～

問 

栃
木
労
働
局

☎
０
２
８-

６
３
３-

２
７
９
５

商
工
振
興
課　
☎

（21）
２
３
７
１

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事

業
に
つ
い
て

　
市
で
は
骨
髄
等
の
移
植
の
推
進

や
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
の
た
め
、
骨

髄
等
を
提
供
し
た
方
（
ド
ナ
ー
）
及

び
ド
ナ
ー
を
雇
用
す
る
事
業
所
等

に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
場
合
、
骨
髄
等
の

提
供
の
完
了
日
か
ら
90
日
以
内
に

申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

助
成
金
額

ド
ナ
ー　
通
院
・
入
院
に
要
し
た

日
数
（
上
限
10
日
間
）
×
２
万
円

事
業
所　
通
院
・
入
院
に
要
し
た

日
数
（
上
限
10
日
間
）
×
１
万
円

対
象

ド
ナ
ー　
骨
髄
等
を
提
供
し
た
日

に
栃
木
市
に
住
所
が
あ
る
／
骨
髄
バ

ン
ク
に
ド
ナ
ー
登
録
し
て
い
る
／
骨

髄
等
の
提
供
を
完
了
し
、
そ
れ
を
証

明
す
る
書
類
の
交
付
を
受
け
て
い
る

事
業
所　

上
記
の
ド
ナ
ー
を
雇

用
し
て
い
る
国
内
の
事
業
所（
官

公
庁
、
独
立
行
政
法
人
を
除
く
）　

申
込　
問
合
先
ま
で

問 

健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

図
書
館
の
管
理
運
営

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
栃

木
市
図
書
館
（
栃
木
図
書
館
・
大

平
図
書
館
・
藤
岡
図
書
館
・
都
賀

図
書
館
・
図
書
館
西
方
館
・
図
書

館
岩
舟
館
）
の
管
理
運
営
を
、
次

の
指
定
管
理
者
が
行
い
ま
す
。

栃
木
市
図
書
館
指
定
管
理
者

山
本
有
三
記
念
会
＝
ヴ
ィ
ア
ッ

ク
ス
共
同
事
業
体

管
理
期
間
は
、
２
０
１
９
年
４
月

１
日
か
ら
２
０
２
４
年
３
月
31

日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。
新
し
い

指
定
管
理
者
と
市
が
連
携
を
図

り
、
よ
り
良
い
図
書
館
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課
☎

（21）
２
４
９
２

児
童
用
傘
と
自
動
車
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
内
在
住
の
中
村
和
男
様
か

ら
、
小
学
校
新
入
学
児
童
へ
の

お
祝
い
と
登
下
校
の
安
全
へ
の

思
い
を
込
め
た
児
童
用
傘
２
，

４
０
０
本
と
自
動
車
１
台
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
村
様

に
は
、
平
成
25
年
か
ら
６
年
連
続

で
新
入
生
に
１
人
２
本
ず
つ
の

傘
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

問 

管
財
課　
☎

（21）
２
６
０
６

雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
設
置

補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
雨
水
の
流
出
を
抑
制
し
有
効

利
用
す
る
た
め
、
次
の
施
設
を

新
た
に
設
置
す
る
方
に
、
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

雨
水
貯
留
施
設　
屋
根
に
降
っ

た
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
、
散

水
用
の
水
な
ど
と
し
て
利
用
す
る

た
め
の
設
備（
市
販
の
雨
水
タ
ン
ク
、

不
要
浄
化
槽
か
ら
の
転
用
品
等
）

雨
水
浸
透
施
設　
屋
根
に
降
っ
た

雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の

設
備
（
市
販
の
雨
水
浸
透
マ
ス
等
）

補
助
対
象　
市
内
の
専
用
住
宅

又
は
住
宅
部
分
が
２
分
の
１
以

上
の
店
舗
併
用
住
宅
を
所
有
ま

た
は
占
有
し
、
２
０
２
０
年
３

月
ま
で
に
施
設
完
成
見
込
み

で
、
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

※
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

申
請
期
間　
４
月
～
２
０
２
０

年
３
月
（
随
時
受
付
・
予
算
が

な
く
な
り
次
第
終
了
）

そ
の
他　
施
設
の
構
造
、
設
置
場

所
及
び
施
工
方
法
は
、
市
が
定
め

る
設
置
基
準
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
建
設
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
４
２
１

犬の登録と狂犬病予防接種　日程と会場
期日 時　間 会　　場

栃
木
地
域

4/12
(金）

9:00 ～ 9:30 栃木保健福祉センター
9:50 ～ 10:20 大宮公民館

10:50 ～ 11:05 国庁跡資料館駐車場　
11:30 ～ 11:50 国府公民館

4/13
(土）

9:00 ～ 9:30 栃木南小学校
9:50 ～ 10:10 栃木南中学校　校舎北側

10:40 ～ 11:00 栃木西中学校　正門
11:30 ～ 12:00 栃木市総合運動公園　緑の家

4/21
(日）

9:00 ～ 9:20 永野川緑地公園
9:40 ～ 10:00 皆川公民館

10:40 ～ 11:00 千塚小学校
11:30 ～ 12:00 栃木市総合運動公園　緑の家

4/22
(月）

9:00 ～ 9:20 吹上公民館
9:50 ～ 10:10 寺尾南小学校跡地

10:40 ～ 11:00 寺尾公民館
11:30 ～ 11:50 星野河川公園

大
平
地
域

4/16
(火）

9:00 ～ 9:20 川連集落センター
9:30 ～ 9:55 牛久公民館

10:05 ～ 10:25 北武井農協倉庫前
10:35 ～ 10:55 東地区公民館
11:05 ～ 11:25 下高島公民館
11:35 ～ 11:55 真弓集会所
12:05 ～ 12:25 JA しもつけ大平支店

4/17
(水）

9:00 ～ 9:20 農村婦人の家
9:30 ～ 9:55 西水代集会所

10:05 ～ 10:25 南地区公民館
10:35 ～ 10:55 榎本荒町公民館
11:05 ～ 11:25 南体育館
11:35 ～ 11:55 隣保館
12:05 ～ 12:25 新農村センター

4/18
(木）

9:00 ～ 9:20 西山田第一公民館
9:30 ～ 9:55 JA しもつけ大平町ぶどう集荷場

10:05 ～ 10:25 下皆川第一公民館
10:35 ～ 10:55 大平勤労青少年ホーム
11:05 ～ 11:25 西地区公民館
11:35 ～ 11:55 大平総合支所

藤
岡
地
域

4/21
(日）

9:00 ～ 9:20 石川研修館
9:35 ～ 10:15 富吉集会所

10:45 ～ 11:05 飯塚公民館
11:20 ～ 11:40 渡良瀬の里西側

4/22
(月）

9:00 ～ 9:20 大谷田公民館
9:30 ～ 9:50 太田稲荷

10:20 ～ 10:45 藤岡文化会館 西側
11:00 ～ 11:30 藤岡総合体育館

4/23
(火）

9:00 ～ 9:30 部屋出張所
9:50 ～ 10:20 赤麻地区公民館

10:50 ～ 11:20 三鴨地区公民館
11:40 ～ 12:10 藤岡総合支所西側駐車場

岩
舟
地
域

4/22
(月）

9:00 ～ 9:40 曲ケ島薬師堂
9:50 ～ 10:20 芝宮公民館

10:30 ～ 11:10 静和地区公民館
11:20 ～ 11:50 和泉公民館

4/23
(火）

9:00 ～ 9:15 田代公民館
9:25 ～ 9:50 小野寺地区公民館

10:00 ～ 10:20 三谷公民館
10:30 ～ 10:50 小野寺ふれあい館
11:00 ～ 11:20 畳岡文化伝承館
11:30 ～ 11:50 下津原公民館
12:00 ～ 12:20 十九夜様

4/24
(水）

9:00 ～ 9:40 岩舟公民館
9:50 ～ 10:10 茂呂本郷公民館

10:20 ～ 10:35 御門公民館
10:45 ～ 11:00 羽抜第 2 公民館
11:10 ～ 11:50 岩舟総合支所

西
方
地
域

4/23
(火）

9:00 ～ 9:40 薬師堂集落センター
10:00 ～ 10:40 下宿集落センター
11:00 ～ 11:40 農村婦人の家

4/24
(水）

9:00 ～ 9:40 真名子夢ホール
10:00 ～ 10:40 大沢田集落センター
11:00 ～ 11:40 栄町公民館

都
賀
地
域

4/25
(木）

9:00 ～ 9:40 宿自治会公民館
9:50 ～ 10:50 都賀総合支所車庫

11:00 ～ 11:50 升塚自治会公民館

4/26
(金）

9:00 ～ 9:50 十文字自治会公民館
10:00 ～ 10:50 大橋農協倉庫
11:00 ～ 11:50 木コミュニティーセンター

区分 補助基準 補助金額

雨水貯留施設
（１敷地に１基まで）

容量 150ℓ以上
（市販の雨水タン
ク、自家製作品、
浄化槽転用も可）

設置に要した金額
の２分の１以内
（上限 30,000 円）

雨水浸透施設
（１敷地に４基まで）

内径 30cm 以上
のコンクリート
製又は樹脂製で、
蓋付の市販製品
を使用

設置に要した金額
の２分の１以内
（上限 50,000 円）
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特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

　
平
成
31
年
度
は
計
量
法
で
定

め
ら
れ
た
「
は
か
り
の
定
期
検

査
」
の
年
で
す
。
こ
の
検
査
を

受
け
な
い
は
か
り
は
取
引
・
証

明
に
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。
前
回
受
検
し
た
店
舗
等
に

は
、
受
検
の
お
知
ら
せ
を
郵
送

し
ま
す
。

検
査
を
受
け
る
は
か
り　
商
店

等
で
品
物
の
売
買
な
ど
取
引
で

使
用
す
る
も
の
／
病
院
、学
校
、

保
育
所
等
で
体
重
測
定
な
ど
証

明
に
使
用
す
る
も
の
／
そ
の

他
、荷
物
運
搬
の
料
金
算
出（
宅

配
便
受
付
を
含
む
）
や
薬
の
調

剤
に
使
用
す
る
も
の

検
査
手
数
料　
当
日
、
現
金
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

時
間　
各
日
10
時
～
12
時
、
13

時
～
15
時

期
日
・
場
所　
左
表
の
と
お
り

問 

栃
木
県
計
量
検
定
所

☎
０
２
８-

６
６
７-

９
４
２
５

商
工
振
興
課　
☎

（21）
２
３
７
２

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

現
在
65
歳
以
上
の
方
は
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
３

年
度
ま
で
の
経
過
措
置
に
よ
り
、

ひ
と
り
１
回
、
該
当
す
る
年
度
に

お
い
て
予
防
接
種
法
に
基
づ
く

定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
、
費
用

助
成
を
受
け
て
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
※
平
成
30
年
度
で

終
了
予
定
だ
っ
た
経
過
措
置
が
、

５
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

接
種
期
間　

４
月
１
日
～

２
０
２
０
年
３
月
31
日

対
象
者　
過
去
に
自
費
で
受
け

た
分
を
含
め
、
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
の
接
種
歴
が
な
く
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
２
０
１
９
年
４
月
２
日
か
ら

２
０
２
０
年
４
月
１
日
ま
で
の

間
に
誕
生
日
を
迎
え
て
次
の
年

齢
と
な
る
方
。
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
１
０
０
歳
以
上

・
60
歳
～
64
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓

又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身

辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有
す

る
方
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方
。

助
成
額　

１
回
接
種
に
つ
き

５
，
７
０
０
円
を
助
成
（
残
り

は
自
己
負
担
）

受
け
方　
①
事
前
に
電
話
ま
た

は
窓
口
で
申
し
込
み
、
予
診
票

の
交
付
を
受
け
る
。

②
市
内
協
力
医
療
機
関
に
予
約

を
し
、
記
入
し
た
予
診
票
を

使
っ
て
接
種
。

※
市
外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
申

込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方

は
、
接
種
後
、
本
人
か
ら
の
申

請
に
よ
り
自
己
負
担
分
を
助
成

（
上
限
あ
り
）。

受
付
窓
口　
健
康
増
進
課
（
栃

木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

問 

健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
区

域
を
拡
大
し
ま
す

　
３
月
31
日
か
ら
、
公
共
下
水

道
の
使
用
で
き
る
区
域
に
次
の

区
域
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
き
れ

い
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た

め
整
備
さ
れ
た
公
共
下
水
道

に
、
１
日
も
早
く
接
続
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
地
域
…
片
柳
２
丁
目
、
平

井
町
、薗
部
町
４
丁
目
、大
宮
町
、

今
泉
町
１
丁
目
、今
泉
町
２
丁
目
、

野
中
町
、
惣
社
町
、
大
塚
町
地
内

の
各
一
部

大
平
地
域
…
富
田
、
西
野
田
地

内
の
各
一
部

藤
岡
地
域
…
藤
岡
、
赤
麻
地
内

の
各
一
部

都
賀
地
域
…
家
中
地
内
の
一
部

※
供
用
開
始
区
域
の
資
料
は
下

水
道
建
設
課
で
縦
覧
可
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

問 

下
水
道
建
設
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
９
２

巴
波
川
一
斉
清
掃
の
実
施

　
巴
波
川
一
斉
清
掃
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

主
催
　
栃
木
市
河
川
愛
護
会
、

自
治
会
連
合
会
、
地
域
ク
リ
ー

ン
推
進
員
連
合
会

協
力
団
体
　
栃
木
市
建
設
業
関

連
団
体
連
絡
協
議
会

日
時　
４
月
20
日
（
土
）
７
時

～
８
時

場
所　
蟹
田
橋
（
大
町
）
～
Ｊ

Ｒ
両
毛
線
高
架
橋

問 

栃
木
市
河
川
愛
護
会
事
務

局
（
道
路
河
川
維
持
課
内
）

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
４
０
８

危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時　
６
月
２
日
（
日
）

場
所　

栃
木
工
業
高
等
学
校

（
岩
出
町
）

受
験
資
格　
甲
種（
資
格
が
必
要
）

／
乙
種
・
丙
種
（
資
格
必
要
な
し
）

試
験
手
数
料

甲
種
６
，
５
０
０
円
／
乙
種
４
，

５
０
０
円
／
丙
種
３
，
６
０
０
円

申
請
期
間　
電
子
申
請:

３
月

29
日
（
金
）
～
４
月
９
日
（
火
）　

書
面
申
請:

４
月
１
日
（
月
）

～
12
日
（
金
）

問 （
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
栃
木
県
支
部　

☎
０
２
８-

６
２
４-

１
０
２
２

市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
０
７
２

募

集

「
登
下
校
見
ま
も
り
隊
」（
学
校

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

　
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
中

で
安
全
に
安
心
し
て
登
下
校
で

き
る
た
め
に
、
登
校
班
の
付
き

添
い
や
交
差
点
で
の
見
守
り
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
新
規
募

集
し
ま
す
。

対
象　
『
無
理
せ
ず
、
で
き
る

日
に
、
で
き
る
時
間
に
、
で
き

る
や
り
方
で
』
ご
協
力
い
た
だ

け
る
地
域
の
方
々

申
込　
申
込
書
（
学
校
教
育
課

〔
市
役
所
本
庁
舎
４
階
〕、
各
小

学
校
に
設
置
）を
記
入
の
う
え
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る
小

学
校
へ
直
接
提
出

※
活
動
中
に
不
審
者
に
危
害
を

加
え
ら
れ
た
り
、
交
通
事
故
等

の
被
害
に
あ
っ
た
り
し
た
場
合

は
、
市
が
加
入
し
て
い
る
保
険

で
補
償
し
ま
す
。

※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
団
体

や
個
人
の
方
で
、
辞
め
る
場
合

や
代
表
者
の
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
登
録
し
た
小
学
校
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
変
更
が
な
い

場
合
は
、
継
続
と
な
り
ま
す
。

問 

学
校
教
育
課
☎

（21）
２
４
７
５

戦
時
中
の
体
験
を
お
話
し
い

た
だ
け
る
方
の
募
集

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増

え
て
い
る
現
在
、
戦
時
中
の
体

験
談
は
大
変
貴
重
な
財
産
で
あ

り
、
市
で
は
そ
の
貴
重
な
人
材

を
把
握
す
る
た
め
、
戦
争
体
験

の
語
り
部
の
登
録
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
戦
争
で
起
こ
っ
た
こ

と
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
ご

自
身
の
体
験
を
お
話
し
い
た
だ

け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

登
録
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

市
主
催
の
戦
争
体
験
を
聞
く
会

や
、
小
中
学
校
等
で
の
講
話
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

登
録
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
お
話
し
い
た
だ
け
る

内
容
を
記
載
し
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
書
式
は
自
由
で
す
。

郵
送
　
〒
３
２
８-

８
６
８
６（
住

所
不
要
）
栃
木
市
総
務
課
あ
て

FAX
（21）
２
６
７
４

問 

総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
２

入
居
者
募
集
情
報

市
営
住
宅
　
※
全
て
単
身
者
可

本
町
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
２

戸
（
４・５
階
）

平
井
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
４
階
）

城
内
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
３
階
）

大
宮
市
営
住
宅　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
３
階
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
78
．
45
平
方
㍍
）　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
．
23
平
方
㍍
）　

１
戸　
家
賃
６
万
５
千
円
／
月

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　
３
Ｄ

Ｋ　
（
73
．
77
平
方
㍍
）　
２
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間　

４
月
５
日
（
金
）

～
11
日
（
木
）　

８
時
30
分
～

17
時　
※
土
・
日
除
く

入
居
日　
５
月
１
日
（
水
）

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
問
合
先
へ
。

問 

住
宅
課　
☎

（21）
２
４
５
３

渡
良
瀬
遊
水
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
募
集

　
渡
良
瀬
遊
水
地
へ
の
来
訪
者

に
対
し
、「
治
水
・
利
水
」「
自

然
」「
歴
史
」「
レ
ジ
ャ
ー
・
ス

ポ
ー
ツ
」
の
役
割
や
魅
力
を
伝

え
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
10
人
（
先
着
順
）

対
象　

・
65
歳
以
下
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
遊
水
地
の
魅
力
を

積
極
的
に
来
訪
者
へ
伝
え
る
ガ

イ
ド
活
動
が
で
き
る
方
。

・
５
月
か
ら
の
２
年
間
、
毎
回
木

曜
日
に
全
20
回
の
ガ
イ
ド
養
成
講

座
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

・
養
成
講
座
修
了
後
、
２
０
２
１
年

４
月
か
ら
「
渡
良
瀬
遊
水
地
ガ
イ

ド
ク
ラ
ブ
」
へ
入
会
し
、
年
間
を

通
じ
て
ガ
イ
ド
活
動
が
で
き
る
方
。

参
加
費　
無
料
（
資
料
代
等
は

実
費
負
担
）

申
込　
４
月
12
日
（
金
）
～
22
日

（
月
）
に
電
話
に
て
問
合
先
ま
で

問 

遊
水
地
課
☎

（62）
０
９
１
９

「
渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
参
加
者
募
集

　
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
遊
水
地
の

美
化
促
進
と
自
然
環
境
保
全
の
た

め
、毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ

れ
た
渡
良
瀬
遊
水
地
の
豊
か
な
自

然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
４
月
13
日
（
土
）
９
時

～
11
時
（
８
時
30
分
集
合
・
受

付
）
※
荒
天
中
止
、
順
延
な
し

場
所　
渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
城
（
藤
岡
町
藤
岡
）

対
象　
ど
な
た
で
も

申
込　
当
日
受
付
（
10
人
以
上

の
団
体
参
加
は
要
事
前
連
絡
）

問 

遊
水
地
課
☎

（62）
０
９
１
９

カ
ヌ
ー
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

　

カ
ヌ
ー
の
基
礎
知
識
を
学

び
、
カ
ヌ
ー
体
験
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
目
指
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ

ン
グ
時
の
サ
ポ
ー
ト
、
水
辺
で

の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
な
ど
、

渡
良
瀬
遊
水
地
周
辺
の
カ
ヌ
ー

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
が
ら
技

術
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

５
月
３
日
（
金
・
祝
）

13
時
～
15
時　
集
合:

12
時
30

分
（
渡
良
瀬
遊
水
地
子
供
広
場

ゾ
ー
ン
売
店
前
）

２
回
目
以
降:

６
月
～
12
月
ま

で
の
日
曜
日
（
６
日
間
）
※
天

候
に
よ
り
変
更
・
中
止
あ
り

場
所　
渡
良
瀬
遊
水
地
、
藤
岡

小
学
校
プ
ー
ル
、
渡
良
瀬
川

対
象　

65
歳
以
下
で
全
７
日
の

内
５
日
以
上
出
席
が
で
き
、
講
座

終
了
後
、
渡
良
瀬
遊
水
地
を
は
じ

め
、
市
内
周
辺
で
の
カ
ヌ
ー
イ
ベ

ン
ト
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動

で
き
る
方
（
補
習
実
施
予
定
有
）

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
回
あ
た
り
の
受
講
料

プ
ー
ル
５
０
０
円
、
そ
の
ほ
か

１
，
０
０
０
円
（
随
時
徴
収
）

申
込　

４
月
８
日
（
月
）
～
19

日
（
金
）
に
、
電
話
で
問
合
先
へ

問 

遊
水
地
課
☎

（62）
０
９
１
９

放
課
後
教
室
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
の
勉

強
の
支
援
を
し
て
く
れ
る
大
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　
各
小
学
校
が
計
画
し
た

曜
日
。
原
則
、
毎
週
１
回
放
課

後
の
１
時
間
程
度
。

場
所　
栃
木
市
内
小
学
校
（
図

書
室
等
）

※
市
内
全
30
校
で
実
施

対
象　
大
学
生

そ
の
他

・
毎
週
で
は
な
く
、
可
能
な
日

だ
け
で
も
大
丈
夫
で
す
。

・
交
通
費
を
含
め
た
謝
金
を
支

給
す
る
予
定
で
す
。

問 

学
校
教
育
課
☎

（21）
２
４
７
５

特定計量器検査の期日・場所
期　日 対 象 地 域 場　　所
5/20(月) 藤岡地域（全域） 藤岡公民館（藤岡町藤岡）
5/21(火) 岩舟地域（全域） 岩舟総合支所会議室棟（岩舟町静）
5/22(水) 大平地域（全域） かかしの里（大平町西山田）5/23(木)
5/24(金) 大平地域（全域） 大平まちづくり交流センタープラッ

ツおおひら（大平町富田）
5/27(月) 旭町、室町、城内町、沼和田町、河合町、境町

栃木保健福祉センター
（今泉町2丁目）5/28(火) 大宮地区、国府地区

5/29(水) 神田町、本町、日ノ出町、泉町、昭和町
5/30(木) 皆川地区、吹上地区、寺尾地区 老人福祉センター福寿園（千塚町）
5/31(金) 平井町、片柳町、富士見町、嘉右衛門町、大町

水道庁舎（薗部町3丁目）6/4(火) 万町、倭町、薗部町、入舟町
6/5(水) 柳橋町、湊町、小平町、箱森町、祝町、錦町
6/6(木) 都賀地域（全域） 都賀公民館（都賀町原宿）
6/7(金) 西方地域（全域） 西方公民館（西方町本城）
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春
の
「
渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
ぐ
る
り
旅
」

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
ど
ん
な
所

な
の
か
、
ヨ
シ
焼
き
後
に
は
ど
ん

な
変
化
を
見
せ
る
の
か
、
魅
力
を

た
っ
ぷ
り
と
お
伝
え
し
ま
す
。
知

ら
な
い
と
行
け
な
い
ポ
イ
ン
ト

を
、
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
４
月
24
日
（
水
）
９
時

～
12
時

集
合
場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
城 （
藤
岡
町
藤
岡
）

定
員　
18
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
４
月
３
日
（
水
）
～

問 

渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト
ラ

ン
ド
城　
　
　
☎

（62）
１
３
０
１

催

し

栃
木
・
蔵
の
街
か
ど
映
画
祭

　

今
年
で
12
回
目
を
迎
え
る

「
栃
木・蔵
の
街
か
ど
映
画
祭
」。

上
映
会
場
・
作
品
の
詳
細
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

kura-m
ovie.jp/

で
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　
５
月
11
日
（
土
）
～
12

日
（
日
）

場
所　
栃
木
県
立
栃
木
高
校
講

堂　
ほ
か

費
用　
チ
ケ
ッ
ト
１
，
０
０
０

円
で
２
日
間
見
放
題
。
学
生
・

未
就
学
児
は
無
料
（
チ
ケ
ッ
ト

は
栃
木
市
観
光
協
会
等
で
販
売

予
定
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
映
画
祭
当
日
、
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
問
合
先
ま
で
。
な
お
、

交
通
費
等
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

栃
木
・
蔵
の
街
か
ど
映
画

祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
観
光

振
興
課
内
） 　
☎

（21）
２
３
７
４

ふ
れ
あ
い
Ｂ
Ｂ
Ｑ
パ
ー
テ
ィ
ー

☆
一
期
一
会
の
初
夏
の
恋
☆

対
象　
概
ね
25
歳
～
45
歳
独
身

勤
労
者
男
女

日
時　
５
月
26
日
（
日
）
10
時

30
分
～
16
時
30
分

場
所　
栃
木
市
内
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
場

定
員　
男
女
各
15
人（
抽
選
制
）

参
加
費　
男
性:

５
０
０
０
円　

女
性:

２
，
０
０
０
円

※
女
性
２
名
以
上
の
申
し
込
み

で
５
０
０
円
引
き

申
込　
５
月
11
日
（
土
）
ま
で

に
問
合
先
へ

問 

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
☎

（27）
７
１
４
０

講

座

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

第
１
期
定
期
講
座

内
容
・
日
時　

左
表
の
通
り
。

時
間
は
全
て
19
時
～
21
時

対
象　
市
内
在
住
か
在
勤
の
15

歳
か
ら
40
歳
以
下
の
方
（
学
生

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）　

場
所　
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
日
ノ
出
町
）

申
込　
３
月
25
日
（
月
）
か
ら
問

合
先
に
て
、直
接
申
込
み（
先
着
順
）

受
付
時
間:

平
日
13
時
～
21

時
、
土
曜
17
時
～
21
時

問 

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
（22）
３
１
１
３

 

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

う
４
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

団
体
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
に
加
入
で
き
ま
す
。
詳
細
は

公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

sportsanzen.org

）
へ
。
加
入

依
頼
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総

合
体
育
館
内
）、
各
地
域
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
、
足
利
銀
行
各
店
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
栃
木
県
支
部

☎
０
２
８–

６
２
２–

７
８
７
８

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

栃
木
市
体
育
協
会
各
専
門
部
の

教
室
・
講
座
・
大
会
参
加
者
募
集

　
問
い
合
わ
せ
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
へ
。各
教
室
な
ど
の
内
容
、

詳
細
は
各
団
体
に
直
接
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時　
毎
週
日
曜
日
９
時
～
11
時

場
所　
永
野
川
緑
地
公
園
（
岩

出
町
）

対
象　
小
・
中
学
生
の
男
女

費
用　
１
０
，
０
０
０
円
／
年

説
明
会　

日
時:

４
月
21
日

（
日
）
９
時
～　

場
所:

國
學

院
大
學
栃
木
高
校
体
育
館
会
議

室
（
平
井
町
）

第
60
回
栃
木
地
区
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　
５
月
６
日
（
月
）
雨
天

決
行

場
所　
都
賀
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽

部
（
尻
内
町
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　
参
加
費
２
，０
０
０
円
、

プ
レ
ー
費
８
，
５
０
０
円
（
セ

ル
フ
／
昼
食
付
／
パ
ー
テ
ィ
ー

費
込
）
※
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
は

１
０
，
７
０
０
円

競
技
方
法
　
新
ペ
リ
ア
方
式（
ト

リ
プ
ル
カ
ッ
ト
、
上
限
36
打
）・

ド
ラ
コ
ン
・
ニ
ア
ピ
ン
あ
り

申
込
期
間　

３
月
25
日
（
月
）

～
４
月
20
日
（
土
）

申
込
先　
電
話
に
て
都
賀
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
へ

問
サ
ン
ラ
ン
ド
栃
木
☎

（24）

３
３
３
１
、
都
賀
カ
ン
ツ
リ
ー

倶
楽
部　
☎

（31）
１
１
３
５

太
極
拳
初
心
者
教
室

日
時　

５
月
10
日
～
６
月
14
日

の
毎
週
金
曜
日
（
５
月
31
日
を
除

く
全
５
回
）
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
栃
木
市
総
合
体
育
館
剣

道
場
（
川
原
田
町
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
，
０
０
０
円
（
傷
害

保
険・教
材
費
込
。初
日
に
納
入
）

申
込　
４
月
26
日
（
金
）
ま
で

に
問
合
先
へ

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

動
き
や
す
い
服
装

問 

市
体
育
協
会
太
極
拳
専
門

部
（
新
井
）　
☎

（27）
４
１
６
２

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

日
時　
５
月
11
日
～
６
月
１
日

の
毎
週
土
曜
日
（
全
４
回
）
19

時
～
20
時
30
分

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
川
原
田
町
）

対
象　
初
級
者
・
中
級
者
（
中

学
生
以
上
）

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
，
０
０
０
円
（
初
日

に
納
入
）

申
込　
４
月
24
日
（
水
）
ま
で

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

持
ち
物　
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト

初
心
者
弓
道
教
室

日
時　

５
月
17
日
～
６
月
21
日

の
毎
週
火
・
金
曜
日
（
６
月
11
日

を
除
く
全
10
回
）
13
時
～
15
時

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

弓
道
場
（
川
原
田
町
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤
者（
経

験
者
で
再
開
し
て
み
よ
う
と
思

う
方
可
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
，
０
０
０
円
（
初
日

に
納
入
）

申
込　
５
月
１
日
（
水
）
ま
で

に
問
合
先
へ

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・

用
具
（
な
く
て
も
可
）

問 

市
体
育
協
会
弓
道
専
門
部

（
栃
木
）

☎
０
９
０-

４
６
６
３-

３
６
６
４

春
季
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

日
時　

５
月
21
日
～
６
月
25
日

の
毎
週
火
曜
日
（
６
月
11
日
を
除

く
全
５
回
）
13
時
30
分
～
16
時

場
所　
総
合
体
育
館
補
助
競
技

場
（
川
原
田
町
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
初

心
者
に
限
る
（
過
去
の
春
季
・

秋
季
を
合
計
し
５
度
以
上
参
加

し
た
方
は
除
く
）

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
，
０
０
０
円
（
初
日

に
納
入
）

申
込　
４
月
16
日
（
火
）
８
時

30
分
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

で
電
話
、
ま
た
は
窓
口
へ

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

ラ
ケ
ッ
ト
（
お
持
ち
の
方
）

問 

市
体
育
協
会
卓
球
専
門
部

（
須
藤
）　　
　
☎

（22）
５
６
０
３

第
11
回
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
in
渡
良
瀬
遊
水
地

　
約
６
km
散
策
後
、
渡
良
瀬
運

動
公
園
に
て
昼
食
を
と
り
ま

す
。
渡
良
瀬
の
里
で
は
大
浴
場

も
利
用
で
き
ま
す
。「
初
心
者

講
習
」「
無
料
レ
ン
タ
ル
ポ
ー

ル
」で
未
経
験
者
で
も
参
加
可
。

日
時　
４
月
５
日
（
金
）
９
時

30
分
～
14
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　
渡
良
瀬
の
里
～
渡
良
瀬

遊
水
地
（
栃
木
市
総
合
運
動
公

園
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
）

定
員　
30
人

費
用　
５
０
０
円（
軽
食
代
込
）

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル

申
込　
３
月
29
日（
金
）ま
で
。

窓
口
も
し
く
は
お
電
話
に
て

問 

渡
良
瀬
の
里
☎

（62）
１
６
３
５

栃
木
市
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
☎

（23）
２
５
２
３

渡
良
瀬
遊
水
地
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
春
の
渡
良
瀬
遊
水
地
内
、
約
13

㎞
の
コ
ー
ス
を
、
栃
木
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
案
内
で
歩
き
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
４
月
21
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
～
12
時
※
小
雨
決

行
、
荒
天
中
止

集
合
場
所　
栃
木
市
渡
良
瀬
遊

水
地
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
城
（
藤
岡

町
藤
岡
）

持
ち
物　

歩
き
や
す
い
服
装
、

シ
ュ
ー
ズ
、
帽
子
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
等

定
員　
20
人

参
加
費　
無
料

申
込　
３
月
22
日
（
金
）
～
４

月
19
日
（
金
）
ま
で
に
問
合
先

へ
電
話
に
て
。
※
当
日
参
加
可

問 

藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

　
　
　
　
　
　
☎

（62）
１
３
０
１

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
カ
ヌ
ー
、
ヨ
ッ
ト
、
ボ
ー
ト

を
体
験
で
き
る
教
室

日
時　

５
月
３
日
（
金
）　

10

時
～
11
時
50
分 

、
13
時
～
14

時　
※
天
候
に
よ
り
中
止

※
カ
ヌ
ー
は
事
前
予
約
制　
カ

ヌ
ー
時
間
割
①
10
時
～
10
時
30

分　
②
10
時
40
分
～
11
時
10
分　

③
11
時
20
分
～
11
時
50
分

場
所　
渡
良
瀬
遊
水
地
谷
中
湖
子

供
広
場
先
湖
畔 （
藤
岡
町
藤
岡
）

持
ち
物　

濡
れ
て
も
良
い
服

装
、
帽
子
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
等

対
象　
ど
な
た
で
も
（
小
学
４

年
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴
）

定
員　

各
回
カ
ヌ
ー
16
人
、

ボ
ー
ト
３
人
、
ヨ
ッ
ト
５
人

費
用　
30
分
２
０
０
円

申
込　
４
月
２
日
（
火
）
～
19

日
（
金
）
ま
で
に
問
合
先
へ

問 

藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎

（62）
１
３
０
１

栃
木
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
戦

チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
栃
木
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す

る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
栃
木

シ
テ
ィ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」

の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
チ
ケ
ッ
ト
（
ス

タ
ン
ド
席
）
を
抽
選
で
ペ
ア
５
組

10
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対
象
試
合　
栃
木
市
シ
テ
ィ
Ｆ

Ｃ 

対 

横
浜
猛
蹴　
４
月
27
日

（
土
）
13
時
キ
ッ
ク
オ
フ　

栃

木
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
川
原
田
町
）

応
募
方
法　

①
郵
便
番
号
、
②

住
所
、
③
氏
名
、
④
年
齢
、
⑤
栃

木
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
へ
の
一
言
、
を
記

入
の
う
え「
は
が
き
」ま
た
は「
Ｅ

メ
ー
ル
」
に
て
。（
記
入
漏
れ
は

抽
選
対
象
外
）
４
月
10
日
（
水
）

必
着
（
Ｅ
メ
ー
ル
は
17
時
ま
で
）

応
募
先　
〒
３
２
８-

８
６
８
６　

（
住
所
不
要
）栃
木
市
役
所
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課　
栃
木
シ
テ
ィ

Ｆ
Ｃ
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

✉city
-p

rom
otion

@
city.tochigi.lg.jp

そ
の
他
　
当
選
発
表
は
、
チ

ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て

問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
３
１
５

栃木勤労青少年ホーム第１期定期講座表
曜日 講　座　名 定員 教材費 開講日 回数
月 日常会話を初歩から始める「初級英会話」 15 人 無料 4/15 ～ 6/17 8 回

火
基礎体力アップ！「バドミントン」 20 人 1000 円 4/16 ～ 6/11 8 回
パーソナルトレーニング 15 人 無料 4/16 ～ 6/11 8 回

「家庭料理」とちぎ江戸料理を一品添えて 12 人 1 回 500 円 5/7 ～ 5/28 4 回

水 スタイリッシュ・ヨガ 30 人 無料 4/17 ～ 6/26 10 回
初歩から始める「ソフトバレーボール」 20 人 無料 4/17 ～ 6/12 8 回

木 ラテン系のリズムで「ＺＵＭＢＡフィットネス」 30 人 無料 4/18 ～ 6/27 10 回
ナイターで始めよう「硬式テニス」 15 人 500 円 5/9 ～ 7/25 12 回

金 オリエンタル気分で☆「ベリーダンス」 20 人 無料 4/19 ～ 6/28 10 回
土 心と体のリフレッシュ♪「フラダンス」 25 人 無料 4/20 ～ 6/29 10 回

上記期間に製造された製品には、現在、取り付けが義務化されている安全装置が装着されておりません。
誤った使用方法により、事故が起こる可能性があるため、1986年（昭和61年）より自主交換を行っております。

昭和57年～昭和59年製の

※現在の石油ファンヒーターはPSCで定められた安全装置が全機種についております。

対象機種

ご連絡先
LCR-3・LCR-3-1・LS-3・LS-3-1・LS-6

LCR-3タイプ LS系タイプ

〒467-0855 
名古屋市瑞穂区桃園町5番17号

フリー
コール0120-104-154

型番表示部

トヨトミ石油ファンヒーターを探しています

お客様よりお知らせ頂きました個人情報は、商品の交換目的以外には使用いたしません

栃木県栃木市 _45*89
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関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
情
報

古
河
市（
茨
城
県
）

華
麗
な
る
日
本
刀　

備
前
刀
の

伝
統 

鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
ま
で

　
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の

備
前
刀
の
名
品
と
江
戸
時
代
の
名
工

の
備
前
伝
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
５
月
６
日(

月)

ま
で

時
間　
９
時
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

休
館
日　

４
月
23
日(

月)

、
26
日

(

木)

、27
日(

金)

、５
月
１
日(

火)

場
所　
古
河
歴
史
博
物
館
（
古
河
市

中
央
町
）

費
用　
大
人
４
０
０
円
、
小
中
高
生

１
０
０
円

問
古
河
歴
史
博
物
館

　
☎
０
２
８
０-

２
２-

５
２
１
１

小
山
市（
栃
木
県
）

第
17
回 

お
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
ま
つ
り

　
小
山
市
の
高
い
技
術
の
も
と
に
生

産
さ
れ
た
農
畜
産
物
や
工
芸
品
な
ど

の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た
も
の
を
選

定
し
「
お
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時
　
４
月
27
日
（
土
）
10
時
～
15

時
【
荒
天
中
止
】

会
場
　
道
の
駅
思
川
（
小
山
市
大
字

下
国
府
塚
）

内
容　
７
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
、
う
ど
ん
打
ち
体
験
、
本
場
結

城
紬
の
着
付
け
体
験
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏
会
、
お
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
品
の
販

売
、
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど

問
道
の
駅
思
川　

　
☎
０
２
８
５-

３
８-

０
２
０
１

野
木
町（
栃
木
県
）

野
木
町
煉
瓦
窯
で
明
治
の 

薫
り
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

　
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
野
木

町
煉
瓦
窯
が
見
学
で
き
ま
す
。

見
学
時
間　
９
時
～
17
時
（
野
木
ホ

フ
マ
ン
館
の
開
館
日
の
み
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
に
よ
る

解
説
付
き
の
見
学
ツ
ア
ー
も
実
施

（
９
時
30
分
、10
時
30
分
、11
時
30
分
、

13
時
、
14
時
、
15
時
、
16
時
の
７
回
）

料
金　
中
学
生
以
下
：
無
料
、
高
校

生
以
上
：
１
人
１
０
０
円
（
15
人
以

上
の
団
体
の
場
合
１
人
80
円
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館 

　
　
☎
０
２
８
０-

３
３-

６
６
６
７

板
倉
町（
群
馬
県
）

わ
た
ら
せ
自
然
館
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　
渡
良
瀬
遊
水
地
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。
大
谷
石
造
り
の

米
蔵
を
改
築
利
用
し
た
趣
き
あ
る
建

物
で
す
。
板
倉
東
洋
大
前
駅
か
ら
渡

良
瀬
遊
水
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
館
内
で
は
、
遊
水
地
を
立
体
模
型

や
植
物
の
ジ
オ
ラ
マ
展
示
な
ど
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
わ
た

ら
せ
自
然
館
で
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。
自
転
車
で
の
渡
良
瀬
遊
水
地
の

周
遊
や
町
内
探
訪
に
お
勧
め
で
す
。

問
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
☎
０
２
７
６-

８
２-

１
９
３
５

加
須
市（
埼
玉
県
）

加
須
に
年
金
機
構
の
分
室
開
所
！

　
加
須
市
役
所
本
庁
舎
２
階
に
熊
谷

年
金
事
務
所
加
須
分
室
「
ね
ん
き
ん

サ
テ
ラ
イ
ト
加
須
」
が
２
月
に
開
所

し
ま
し
た
。
よ
り
近
く
で
年
金
の
相

談
や
請
求
手
続
き
、
厚
生
年
金
と
国

民
年
金
の
届
出
書
の
受
付
な
ど
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

８
時
30
分~

17
時
15

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
８
９
０

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
番
号
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は
、
☎
０
３-

６
６
３
１

-

７
５
２
１
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
熊
谷
年
金
事
務
所

　
☎
０
４
８-

５
２
２-

５
０
１
２

JICA海外協力隊募集
　独立行政法人国際協力機構 (JICA) は、開
発途上国で現地の人々と同じ生活をしなが
ら、ともに働き、国づくりに貢献するボラ
ンティアを募集しています。ホームページ：
www.jica.go.jp/volunteer/
対青年海外協力隊、シニア海外協力隊、日
系社会青年海外協力隊、日系社会シニア海
外協力隊　20 歳～ 69 歳申 4 月 3 日 ( 水 )
まで問 JICA ボランティア募集事務局☎ 03-
6734-1242、✉ contact@jocv.info

介護員養成 (初任者 )研修受講者募集
時研修日程：5月19日(日)～12月8日(日)
の土・日曜日場研修会場：パルティとちぎ男
女共同参画センターほか対母子家庭の母、父
子家庭の父及び寡婦の方定 35 人（面接によ
り選考。面接日：4 月 20 日 ( 土 )) 費資料代
6,000 円内介護員養成研修 130 時間 ( 講義・
演習・実習 ) 申 4 月 10 日 ( 水 ) までに問合
先へ問 ( 公財 ) 栃木県ひとり親家庭福祉連合
会☎ 028-665-7801

菜の花の永野川と榎本城跡周辺を歩く
時 4 月 6 日 ( 土 )9 時 30 分 集 合（ 少 雨 決
行）場集合場所：総徳寺駐車場（大平町榎
本）対小学生以上定 30 人費大人（高校生以
上）300 円、小・中学生 200 円内八坂神社、
川連虎一郎旧宅、榎本城跡などの平坦地約
5km のコース（持参：歩きやすい服装、飲物、
雨具など）申問合先まで問大平わいわいテラ
ス（高際 ) ☎ 080-4294-8989

シルバー人材センター入会説明会
時① 4 月 8 日 ( 月 ) ② 4 月 9 日 ( 火 ) ③ 4
月 10 日 ( 水 )　各 13 時 30 分～場①北部事
業所 ( 都賀保健センター 都賀町原宿 ) ②南
部事業所 ( 藤岡町大前 )、岩舟連絡所 ( 岩舟
町下津原 )　③栃木公民館 ( 日ノ出町 )、大
平連絡所(大平町西野田) ※②の藤岡と岩舟、
③栃木と大平は同日開催対市内在住で働く意
欲のある 60 歳以上の方申お住まいの地域の
事業所へ（※入会を希望される方は必ず説明
会に出席下さい）問栃木事務局☎ (23)4165
南 部 事 業 所 ☎ (62)1534 北 部 事 業 所 ☎
(27)8812 大平連絡所☎ (43)0155 西方連
絡所☎ (92)8390 岩舟連絡所☎ (55)8358

シルバー人材センター刃物研ぎ
時 4 月 17 日（水）9 時～ 12 時（申込みは 11

時 30 分まで）場栃木保健福祉センター西側シ
ルバーセンター作業所前（今泉町 2 丁目）費包
丁類 300 円～・刈込はさみ 600 円～ 問シル
バー人材センター栃木事務局 ☎（23）4165

栃木市農業公社からの重要なお知らせ
（事務所の統合）
　平成３１年４月１日から、事業の効率化、
コスト削減等により、北部事務所（都賀総合
支所内）及び南部事務所（藤岡総合支所別館
内）を廃止し、本所事務所（栃木市役所２階
農業振興課内）に統合して、窓口を一本化す
ることとなりました。
　なお、農業公社で行っている業務について
は、変更はありません。詳細は問合先まで。
ご理解、ご協力をお願い申し上げます。問（一
財）栃木市農業公社本所事務所☎ (20)5300

ＮＨＫプロデューサー塩田純氏講演会
時 4 月 13 日（土）13 時 30 分～ 16 時場
国府公民館（惣社町）内「日本国憲法はこう
して生まれた～自由民権から新憲法へ～」費
無料申不要問谷中村の遺跡を守る会 ( 高際 )
☎ 080-5185-7696

栃木県看護協会栃木地区支部　まちの保健室
時 4 月 14 日 ( 日 )13 時～ 16 時場ヤオハ
ン城内店ふれ愛ひろば費無料内認定看護師
によるミニ講話「初めてでも正しく使える
AED」、血圧、体脂肪率の測定、健康相談等
申不要問獨協医科大学病院☎ (87)2395

かぎ針ケープ風ショールづくり（コサージュ付き）
時4月15日(月)10時～12時、22日(月)13
時～ 15 時場栃木公民館（日ノ出町）対興味
のある方定 15 人費 2,450 円申前日までに
電話にて問生涯学習人材バンク講師（須藤）
☎ (23)7190

とちぎメディカルセンターしもつが市民公開講座
時 4 月 24 日 ( 水 )11 時～ 11 時 30 分場と
ちぎメディカルセンターしもつが講堂 ( 大平
町川連 ) 内リウマチってどんな病気？対ど
なたでも定 100 人費無料申不要問とちぎメ
ディカルセンターしもつが☎ (22)2551

とちぎメディカルセンターとちのき市民公開講座
時 4 月 17 日 ( 水 )11 時～ 11 時 30 分場と
ちぎメディカルセンターとちのき会議室 ( 大
町 )内腰痛について～腰痛予防と軽減を目指し
て～対どなたでも定 100 人費無料申不要問と
ちぎメディカルセンターとちのき☎ (22)7722

写経書いて、明るく元気になろう！
時 4 月 19 日 ( 金 )10 時～ 12 時場大平公民
館対どなたでも定なし費 400 円申前日まで
に電話にて問生涯学習人材バンク講師（中島）
☎ 0276(73)7071

手話奉仕員養成講座
時 4 月 17 日 ( 水 ) ～ 2020 年 3 月 11 日 ( 水 )

（毎週水曜日／全45回)昼の部：10時～12時、

夜の部：18 時 30 分～ 20 時 30 分場栃木保
健福祉センター（今泉町 2 丁目）対手話を学
びたい方、手話通訳者を目指す方定各 20 人費
無料（教材 3,240 円は自己負担）内手話を初め
て学ぶ方向けの実技・理論講座申 3 月 25 日
( 月 ) ～問栃木市社会福祉協議会☎ (22)4457

家内労働委託状況届の提出は4月 30日まで
　家内労働者（内職者）へ業務を委託した場
合には、4 月 30 日までに労働基準監督署を
経由して栃木労働局に委託状況届を提出する
ことが法律で定められています。詳細は問合
先へ問栃木労働局労働基準部賃金室☎ 028-
634-9109、栃木労働基準監督署☎(24)7766

第4回西方音楽祭
国際古楽コンクール＜山梨＞入賞記念コンサート
時 4 月 20 日 ( 土 )14 時 30 分開演内チェン
バロ：河本祥太朗・辛川太一、曲：スカルラッ
ティ チェンバロソナタ 他
歌とギターによる～野ばらから小さな空へ～
時 4 月 21 日 ( 日 )14 時 30 分開演内メゾソ
プラノ：大塚道子、ギター：小川和隆、曲：
メンデルスゾーン 歌の翼に 他
共通事項　場西方音楽館対小学生から大人ま
で費前売り 3,500 円、学生 1,800 円申問合
先まで問 西方音楽館☎ (92)2815

新作ミュージカル出演者募集
　12 月 8 日に新作ミュージカルの上演を予
定しており、出演者を募集しています。時稽
古開始日 4 月 20 日 ( 土 )17 時 30 分～ 21
時　稽古日：毎週土曜日、9 月以降は毎週土
日場栃木南中学校視聴覚室・音楽室対小学３
年生～大人まで（経験不問）で稽古日に参
加できる方費月謝 5,000 円申申込み〆切：
4 月 15 日　詳細は問合先またはホームペー
ジにて http://dongurira.com/ 問 アートス
テージどんぐりら（大阿久）☎ (22)1437

子育ておしゃべりサロン
時 4 月 26 日 ( 金 )10 時～ 11 時 30 分場ゆ
うゆうプラザ（大平町西野田）対 0 ～ 3 歳
児の親子定親子 20 組費無料内お子さんと一
緒にリトミック申 4 月 19 日 ( 金 ) までに、
電話か FAX で問合先まで問大平町家庭教育
オピニオンリーダー会（ほほえみの会）（佐山）
☎ (43)2164 FAX (43)2164

「やさしい菊のつくり方」講習会
時 4 月 28 日、5 月 19 日、6 月 16 日、7
月 21 日、8 月 18 日、9 月 15 日、10 月
20 日　全日曜日 10 時～ 12 時場栃木市総
合運動公園内緑の家（川原田町）対菊づくり
初心者の方内挿し芽から輪台付けまでの全工
程を学ぶ講習会。栃木親菊会の会員も常時募
集中。費無料申問合先まで問栃木親菊会（新
井）☎ (23)7884

「太平山健康ハイキング」参加者募集
時4月29日(月・祝)9時～15時場集合・解散：
大中寺駐車場（大平町西山田）対小学生低学

年～高齢者内コース：大中寺－清水寺－桜峠
－晃石山－太平山－大中寺　持物：弁当・水筒・
敷物・軍手・雨具など費 100 円申 4 月 27 日
( 土 ) までに問合先へ※当日も可問大平レクリ
エーション協会（熊谷）☎ (43)5473

日本非核宣言自治体協議会主催
長崎を取材する親子記者の募集
　今年の夏、長崎で原爆の被害や平和の大切
さを学び、新聞を作ってみませんか。時 8 月
8 日 ( 木 ) ～ 11 日（日・祝）場長崎市内（原
爆資料館等）対市在住の 4 年生以上の小学生
とその保護者費栃木駅から長崎市までの航空
機・鉄道等の往復運賃、宿泊料金（ツイン、
朝食付、3 泊）は主催者が負担内被爆地長崎
において、8 月 9 日の長崎原爆犠牲者慰霊平
和祈念式典に参列し、平和に取り組む人等を
取材して新聞を作成する。申協議会ホームペー
ジ（http://www.nucfreejapan.com） 上 の
募集要項を参照のうえ、5 月 7 日までにメー
ルにて問日本非核宣言自治体協議会事務局☎
095-844-9923✉ info@nucfreejapan.com

とちぎ蔵の街古文書の会　会員募集
時月 2 回（原則第 2 火曜と第 3 木曜 13 時
30 分～ 15 時）場とちぎ市民活動推進セン
ターくらら費会費：半年 6,000 円内講師に
よる講義と、会員による自主学習で古文書を
読むサークルです。見学・体験参加を随時受
付中。問とちぎ蔵の街古文書の会（小林）☎
090-4522-3860

栃木県働き方改革推進支援センター
　当センターでは、中小企業等を対象に、長時
間労働の是正、就業規則の作成方法、賃金規定
の見直し、労働関係助成金の活用など、働き方
改革についての疑問、悩みについて、社会保険
労務士等の専門家が無料で企業へ訪問してご相
談に応じます。来所・電話・メールでの相談も可。
問栃木県働き方改革推進支援センター ( 宇都宮
市宝木本町 ) ☎ 028-601-9001✉ support@
tochigi-hatarakikata.com

企画展　下野の鎌倉街道ー道を行き交う人と物ー
　知られざる鎌倉街道の実態を、近年の発掘
成果をもとに明らかにし、行き交わった人
や物品、沿道の人々の暮らしを紹介します。
関連行事等、ホームページを参照ください。
http://www.muse.pref.tochigi.lg.jp/ 時 4
月 27 日 ( 土 ) ～ 6 月 16 日 ( 日 ) 開館時間：
9 時 30 分～ 17 時（最終入館 16 時 30 分）
休館日：月曜日（月曜が祝日または振休の場
合は翌火曜日）場栃木県立博物館（宇都宮市
睦町）費一般 250 円、大学生・高校生 120 円、
中学生以下無料※ 20 名以上の団体割引料金
有問栃木県立博物館☎ 028-634-1311

大平・岩舟・藤岡三町「合同民謡民舞発表会」
時 5 月 12 日（日）9 時開場 9 時 30 分開演
場岩舟文化会館コスモスホール内テーマ：栃
木河岸船頭唄 など費入場無料問大平・岩舟・
藤岡民謡民舞愛好会（齊藤）☎ (55)3062

  時＝日時  場＝場所  対＝対象  定＝定員
  費＝費用  内＝内容  申＝申込  問＝問合先　
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時＝日時　場＝場所　対＝対象　内＝内容
定＝定員　費＝費用　持＝持物　申＝申込

ママころころ　オリジナルガーランド作り
時 5 月 14日 ( 火 )、15日 ( 水 ) ① 9時 30分
～ 10時 30分② 10時 45分～ 11時 45分対
乳幼児の保護者定各 6人（託児つき）申 4 月
12日 ( 金 ) ～
南第２保育園との交流会
時 5 月 21日 ( 火 ) 対乳幼児と
保護者定 10 組申 4 月 26日 ( 金 ) ～ 

地域子育て支援センターふじおか（☎ 62-5011）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

わくわくタイム　小麦粉粘土遊び
時 4月 12日 (金 )  対 1歳以上児と保護者内小麦
アレルギーのない親子持汚れてもよい服装定 20組
わくわくタイム　こいのぼり制作
時 4 月 18日 ( 木 )、19日 ( 金 ) 対乳幼児と保
護者定各 20組
子育て講座　食育講座
時 4月25日 (木 ) 対 1歳6か月以上児と保護者
内試食あり (離乳食なし ) 定 20組持子供用食事
スプーン・フォーク・エプロン、大人用箸費無料
☆共通事項　時 10 時 30 分～ 11 時 30 分申
3 月 25日（月）～

地域子育て支援センターつが（☎ 27-2122）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

すくすくタイム　身体測定・窓飾り制作
時 4 月 4 日 ( 木 ) 10 時 30 分～ 11 時 30 分
対 0 歳児～未就園児と保護者申 不要
すくすくタイム　0 歳児だけのすくすくタイム
時 4 月 11日 (木 ) 10時 30分～11時30分対 
0歳児と保護者定 15組申 3月 25日 (月 )9時～
親子ヨガ
時 4 月 19 日 ( 金 ) 10 時 30 分～ 12 時対 1
歳 6 ヶ月以上児と保護者定 20 組持 大き目の
バスタオル申 4 月 2日 ( 火 )9 時～
すくすくタイム　こいのぼり制作
時 4月25日(木 ) 10時30分～11時30分対 0歳
～未就園児と保護者定 20組申 4月9日(火 )9時～ 

地域子育て支援センターにしかた（☎ 92-2900）
　　　　　　　　　　 9 時～ 17時・土日祝日休

季節の壁掛け制作
時 4 月 10 日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
対未就園児と保護者定 5 組 申事前に電話又は
来館にて
メモリアル手形を作ろう
時 4 月 17 日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
対未就園児と保護者定 5 組申事前に電話又は
来館にて
親子制作「こいのぼり」
時 4 月 24 日 ( 水 )、25 日 ( 木 ) 対未就園児と
保護者定各 5組申事前に電話又は来館にて

地域子育て支援センターいわふね（☎ 55-7920）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

ベビーヨガ
時 4 月 22 日 ( 月 )10 時 30 分～対 1 歳 6 ヶ
月頃までの児と保護者定 25 組持バスタオル、
汗拭きタオル申 4 月 2日 ( 火 ) ～
骨盤体操
時 4月 9日 ( 火 )13 時 30分～対未就園児の保
護者定 7人持汗拭きタオル申 4月 2日 ( 火 ) ～
のびのびルーム♥  
時 4 月 3日 ( 水 ) 内誕生児お祝い、身体測定、
今月の制作
うきうきルーム♥
時 4 月 17日 ( 水 ) 内カレンダー制作
にこにこルーム♥
時 4月24日 (水 ) 内ふれあいあそび、親子の交流
♥印の共通事項　時 10 時 30 分～対未就園児
と保護者申当日受付

認定こども園さくら子育て支援センターゆめふうせん
  　          （☎ 24 - 3900）9 時～ 15時・土日休

ほのぼの移動広場（イオン）
時 4 月 2日 ( 火 )、16 日（火）10時 30 分～
11 時 30 分※時間内自由参加場イオン２Fち
びっこ広場内保育士による歌遊び、絵本読み、
ミュージック・ケアや子育て相談
健康相談日
時 4 月 15 日 ( 月 )10 時～ 12 時／ 13 時～
15時内身体測定　※午前中、助産師相談あり
（予約不要）

児童館・支援センターなどの行事
※飲み物等必要なものは各自お持ちください。

いまいずみ児童館（☎ 27 - 5322）
　　　　　　　　　　　9時～ 17時・水曜祝日休

 ママといっしょ　
時 A:5月20日 (月 ) B: 5月21日 (火 ) C:5月27
日 (月 )　各日10時30分～対 A:6か月～11か月
児と保護者(うさぎクラス）B: 1歳～1歳11か月
児と保護者（くまクラス）C: 2歳以上の未就園児と
保護者（ぞうクラス）内 A:そよ風ラララ♪ B: 風船
あそび C：春を見つけよう定 A･B･C: 30組持 A:バ
スタオル C:クレヨン申 4月11日 (木 )～（先着順）
リトミックワールド
時 5 月 31 日 ( 金 )10 時 30 分～対 1 歳 6 か
月以上の未就園児と保護者内リズムに合わせて
心と身体を育てよう定 20 組 ( 抽選制 ) 持クレ
ヨン、B4判の画用紙帳　※軽装でお越し下さ
い申 4 月 11日 ( 木 ) ～ 25日 ( 木 )

そのべ児童館（☎ 20 - 6231）
　　　　　　　　 　　9 時～ 17時・木曜祝日休

 ぺたぺたひろば
時 4 月 9 日 ( 火 )、12 日 ( 金 )10 時 30 分～
11時30分(時間内参加自由)対 0歳以上内手・
足形、身体測定、読み聞かせ持汚れてもよい服
装、タオル
０歳親子ビクス
時 4月15日 (月 )10時～10時45分対 2～11か
月児と保護者定 25組 (先着順) 持バスタオル、動き
やすい服装(ジーンズ不可) 申 4月1日 (月 )～
イースター・スパイラルローズのリース作り
時 4 月 20日 ( 土 )14 時～ 15時対幼児以上定
8 人（先着順）申 4 月 6日 ( 土 ) ～
こどもの日☆アイシングクッキー作り
時 5 月 5日 ( 日 )14 時～ 15時対 4 歳以上定 5
人（先着順）持エプロン、三角巾、マスク、お
しぼり申 4 月 14日 ( 日 ) ～ 21日 ( 日 ) 保護者
の同意書を添えて申し込み（電話・代理不可）

はこのもり児童センター（☎ 24 - 4034）
　　　　　　　　　　 9 時～ 19時・水曜祝日休

ころころビー玉迷路作り
時 4月 7日 (日 )① 14時～15時②15時～16
時対３歳以上18歳未満（未就学児は保護者同伴）
内空き箱に迷路のコースを作って遊んでみよう定
各時間15人 (先着順 ) 申当日9時（電話可）
ゆらゆら鯉のぼりリース
時 4 月 20 日 ( 土 ) ① 14 時～ 15 時 15 分②
15時 15分～ 16時 30分対 18 歳未満（未就
学児は保護者同伴）内布のハギレを使って鯉の
ぼりのリース作り定 各時間 15人 ( 先着順 ) 申
当日 9時（電話可）

地域子育て支援センター（とちぎ）（☎23- 2740）
　　　　　　　　9 時～ 16時 30分・土日祝日休

毎日楽しい『えほんタイム』
時午前：毎日11時～11時20分（毎水曜・第1・
2火曜除く）午後：火曜・木曜 16時～ 16時
15分対 6歳までの親子内えほんの読み聞かせ、
ふれあい遊び、季節の歌や体操申不要
園庭遊び（はこのもり保育園）
時月曜日、水曜日、金曜日 11 時 30 分～ 12
時対 6 歳までの親子申当日センターで受付
ほんわかタイム
時 4 月 2 日 ( 火 )10 時～ 11 時対 0 歳児と保
護者内身体測定とおしゃべりタイム申当日受付
今月のせいさく
時 4 月 25日 ( 木 )、26日（金）対未就園児と
保護者申当日受付（材料なくなり次第終了）
子育て講座「ピラティス」
時 5 月 24 日 ( 金 )10 時～ 11 時 30 分対未就
園児の保護者定 10 人（託児あり）持動きやす
い服装申 4 月 8日 ( 月 ) 9 時～

地域子育て支援センターおおひら（☎ 43-1134）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・月曜祝日休

あかちゃんサロン
時 5 月 9 日 ( 木 )、23 日 ( 木 )10 時 30 分～
11時 30 分対 0 歳児と保護者内あかちゃんと
リズム体操定各 25組申 4 月 10日 ( 水 ) ～
ころころ広場
時 5月28日 (火 )10時30分～11時30分対幼児
と保護者内おもちゃを作ろう申 4月12日(金 )～

双子ちゃん遊ぼう
時 4 月 15日 ( 月 )10 時～ 12時対未就園児の
双子と保護者または双子妊娠中の方※一般の方
も利用可
1、2 たいそう♦
時 4 月 17 日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 10 分
対 1歳6ヶ月以上内親子で体操遊び定 15組（先
着順）申前日 15時まで
リズム de ポン
時 4月22日(月)10時～11時場さくら３Ｊホー
ル内音楽や楽器等を使ったリズム遊び申不要
レッツ A.B.C♦
時 4月24日(水)10時～10時40分対 1歳3ヶ
月以上内ネイティブの先生と英語遊び定 15 組
（先着順）申前日 15時まで
キッズサロン　スプリングコース♦
時 4月26日 (金 )～　10時～11時30分　※金
曜日全4回場さくら３Jホール対平成28年4月～
平成30年3月生まれの未就園児とその保護者内
ふれあい遊び、リズム遊び、戸外遊び（園外）等
定 25組（先着順）申 4月12日 (金 )15時まで
♦印の共通事項　申右のQR
コードの申込フォームから受付

さくら３J ホール（☎ 22 - 7100）
  　　　　　　　　　　  9 時～ 18時・日曜祝日休

サッカー体験教室
時 4月13日 (土 ) 10時～12時（1･2年生）、13
時30分～16時（3～6年生）※雨天中止場認定
こども園さくら対小学生内コーチ：SAKURA.FCコー
チ費無料持水筒、タオル、運動できる服装、運動靴
申 4月1日 (月 )～10日 (水 )15時までメールに
て受付。件名（サッカー体験教室申込）、保護者名、
子ども名と読み仮名、学年、生年月日、郵便番号、
住所、電話番号を記載。✉ s-fc@sakura-kids.jp

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センター
ふれあいポッケ（☎27-8890）9時～14時・土日祝日休

親子で楽しみましょう『絵本　大好き︕』
時 4 月 22 日 ( 月 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
対１歳 6ヶ月～未就園児と保護者内絵本の読
み聞かせの会、絵本の紹介など
みんなでおめでとう︕ 
時①ハーフバースディ 4月 12 日 ( 金 ) 10 時
30分～ 11時 30分② 1・2・3ｔｈバースディ
4月 15 日 ( 月 ) 10 時 30 分～ 11 時 30 分対
未就園児の親子 ( 誕生児以外の親子も可 ) 内身
体計測、手形足形、カード作り、育児相談、プ
チ誕生会持タオル、測定しやすい服装
ゆったりタイム♪
時 4 月 16日 ( 火 ) 10 時 30分～ 11時 30分
対マタニティーママ・6ヶ月～ 1歳 2、3か月
児と保護者内ママトーク会、うた遊び等
親子で楽しむ簡単な製作遊び
時①お花がいっぱい！ 4月 17日 ( 水 )、18日
( 金 )10 時 30 分～ 11 時 30 分②こいのぼり
を作ろう 19日 ( 金 )、26 日 ( 金 )10 時 30 分
～ 11時 30分対 6 ヶ月～未就園児と保護者
☆共通事項　申平日13時～15時電話にて定 15組

けやき保育園子育て支援センター きらり（☎23-8905）
月木金 10時～ 15時・火水 10時３０分～ 15時 30分・土日祝休

 身体測定・手形足型
時 4 月 9 日 ( 火 )、22 日 ( 月 ) 10 時 30 分～
11 時 30 分、13 時 30 分～ 14 時 30 分 ( 時
間内参加自由 ) 対未就園児と保護者
寝相アート写真撮影会
時 4月 16日 (火 ) 10時 30分～11時30分、
13 時 30 分～ 14 時 30 分、17 日 ( 水 )10 時
30分～ 11時 30分 ( 時間内参加自由 ) 対未就
園児と保護者
5 月のカレンダー作り
時 4月 24日 (水 ) 10時 30分～11時15分 、
13時 30分～ 14時 15分、25日 ( 木 ) 10 時
30分～ 11時 15分 ( 時間内参加自由 ) 対未就
園児と保護者

4・5 月生まれのお誕生会
時 5 月 8 日 ( 水 ) 10 時 30 分～
11時申 4 月 10日 ( 水 ) ～
移動動物園がやってくる︕
時 5 月 9日 ( 木 ) 10 時 15 分～※雨天時は 6
月 6日 ( 木 ) 対未就園児と保護者内小動物にふ
れあい、えさやりの体験定 20 組（先着順）費
エサ代 1組 100円 申 4 月 10日 ( 水 ) ～

フォレストキッズ保育園子育て支援センター エンジェル　　　　
（☎20-0808） 9時30分～14時30分・土日祝日休

大きくなったよ︕　身体測定・手形足形
時 4月 5日 (金 )、11日 (木 )、16日 (火 )10時～
13時30分（時間内自由参加）対 0歳児以上と保護者
楽しい演奏会
時 4 月 18日 ( 木 )10 時 30分～ 11時 30分対
どなたでも可定 20組申 3月25日 (月）～
お誕生会
時 4月 19日 (金 )10時 30分～11時 45分対 4
月生まれの未就園児と保護者内手形足形・身体測定・
写真・カード作り定 10組申 3月25日 (月 )～
こいのぼり製作
時 4 月 24 日 ( 水 )、26 日 ( 金 ) ① 10 時 ～
10 時 50 分② 11 時～ 11 時 30 分対 0 歳児
以上と保護者定各日 13組申 4 月 8日 ( 月 ) ～
ママのためのリフレッシュヨガ
時 4 月 25 日 ( 木 )  受付 :10 時 15 分 10 時 30
分～11時 30分対 0歳児以上と保護者定 10組
持ヨガマット・汗拭きタオル申 4月8日 (月 )～

大平児童館（☎ 43 - 2350）
8 時３０分～ 17時 30分（７・８月は 18時）・月曜祝日休

天体観測
時 4 月 5日 ( 金 )、12日 ( 金 )、19日 ( 金 )19
時 30 分～ 21 時（時間内参加自由）
※悪天候中止対全年齢申不要
ベビーマッサージ
時 4 月 23 日 ( 火 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
対乳児（何歳でも参加可）内ベビーマッサージ、
体重測定、足型など持バスタオル、オイル容
器（小さいタッパーなど）費 100 円申不要
産後の骨盤調整
時 4月16日 (火 )9時30分～15時30分対産後
のママ（乳幼児同伴可、託児あり）内整体師による
骨盤調整と身体のケア定 10人費 20分コース2000
円、30分コース3000円申 4月2日（火）～
わいわい広場
時① 4月 12 日 ( 金 ) ② 4月 26 日 ( 金 )10 時
30 分～ 11 時 30 分対 0 ～ 3歳児の親子内①
スキンシップ遊び②子どもの日の活動申不要 

大平みなみ児童館（☎ 43 - 9880）
　　　　　　　　 8 時 30分～ 17時・月曜祝日休

 エコバック作り
時 4 月 4 日 ( 木 ) ① 10 時～ 11 時② 14 時～
15時対市内の小学生定各回 10人申 3/8（金）
～費材料費 200円
チャレンジタイム　折り紙で楽しもう︕
時 4月20日 (土 )14時～14時45分対小学生・
幼児（保護者同伴）定 15人申当日13時45分～

子育て支援センター合同行事

公園であそぼう︕【大平運動公園】
時 5月 10日 (金 )10時 30分～11時 30分場大
平運動公園※雨天時は大平南体育館対乳幼児と保護
者内親子でゲームやふれあい遊び定 50組（先着順）
申 4月2日（火）から各子育て支援センターまで

４～６月のおやこ保育園
おやこ保育園で一緒に遊びましょう
時 4 月 23日、5月 14日、28日、6月 11日、
25 日（全火曜日）10 時 30 分～ 11 時 30 分
場栃木市役所本庁舎1階市民スペース対未就園
児の親子内保育士による遊びや、子育て相談
問合先：こども園さくら☎ (24)3900

地域子育て支援センター『森のカフェ』が
4月から認定こども園ふじおか幼稚園（カフェ塔）にオープン！
　小さいお子様と安心してゆったり過ごせるスペースをご用意しておりますの
で、ぜひ遊びに来てくださいね♪今後開催の子育てイベント等をホームページ
でお知らせいたします。http://fuji-kids.com/
●開設時間●　10時～ 15時（月～金）
●対　　象●　未就園児と保護者
問 ふじおか幼稚園☎ (61)1152（FAX兼用）

子育てのお知らせ
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　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な診
療を行うものです。急病ではない患者さんは、かか
りつけ医師等の診療時間内に受診するなど、救急
診療の正しい利用をお願いします。

【診療場所】
　栃木地区急患センター（境町）　 ☎（22）8699
【診療時間等】
　平日...................19時 ～22時（内科／小児を含む）
　休日（日曜日）...9時 ～21時（内科）
 9時 ～17時（外科）
 18時 ～21時（小児科）
　休日（祝祭日）...9時 ～21時（内科/小児を含む、外科）
※当番医は変更になる場合もありますので、事前
に電話確認をしてからお出かけください。
※受付は、診療時間終了30分前までにお済ませく
ださい

※4月30日は平日扱いとなります。診療している
病院もありますので、詳しくは急患センターに
お問合せください

乳幼児健診等のご案内

子育て相談（乳幼児）　（受付：10:00～ 10:45）
※希望者どなたでもご利用できます（申込み不要）

栃木保健福祉センター
身体計測、
育児・栄養・お口の相談、
ふれあい遊び、交流

4月10日（水）

内　容 日　程 会　場

健康相談・栄養相談・禁煙相談
健康づくりや生活習慣の見直し、禁煙などについて保健師や栄養士が相談
をお受けします。
※予約制ですので、事前に問合先までご連絡ください。

こころの健康相談
保健師、カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

月 日 曜日 会　場 相談時間

4
18

23

木

火

栃木保健福祉センター

大平ゆうゆうプラザ

①13：30～
②14：30～
③15：30～

母乳相談（１歳未満児）

助産師による母乳相談

内　容 日　程

4月18日（木）

会　場

栃木保健福祉センター

※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

両 親 教 室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

育児体験・妊娠中の栄養

妊娠中の過ごし方と口腔ケア

妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

栃木保健福祉センター

5月13日（月）

6月 6日（木）

5月18日（土）

大平ゆうゆうプラザ

6月21日（金）

7月18日（木）

6月13日（木）

内　容
会場／日程

《問合先》 健康増進課　☎（25）3511・（25）3512
各総合支所　市民生活課窓口

子どもとメディア休日・夜間救急診療

≪栃木地区急患センター≫

◆栃木市消防本部
　月～土曜日の22：00以降 ☎（22）0119
　日曜・祝日・年末年始の21：00以降 ☎（24）9999
 （音声ガイダンス）

≪急患センター終了後、問合先≫

県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の情報を提供す
るためのシステムです。
○ホームページ
　「とちぎ医療情報ネット」で検索

≪とちぎ医療情報ネット≫

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が
相談に応じます。
【子ども】
　月曜日～土曜日　18：00 ～翌朝8：00
　日曜日・祝休日　24時間（8：00 ～翌朝8：00）
　☎028-600-0099　プッシュ回線の場合　＃8000
【大人】
　毎日　18：00 ～22：00
　☎028-623-3344　プッシュ回線の場合　＃7111

≪とちぎ救急電話相談≫

【４月の当番医師】

乳幼児健診
※個別通知で案内した時間にお越しください。

内　容

４か月児健診

９か月児健診

１歳６か月児健診

３歳児健診

２歳児歯科健診

月

4月
栃木（栃木保健福祉センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）

金

木

19

25

4月
大平（大平ゆうゆうプラザ）

栃木（栃木保健福祉センター）

金

月

5

15

4月

4月

栃木（栃木保健福祉センター）

栃木（栃木保健福祉センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）

火

月

水

9

22

24

大平（大平ゆうゆうプラザ）

栃木（栃木保健福祉センター）

栃木（栃木保健福祉センター）

木

火

金

4

16

26

4月
大平（大平ゆうゆうプラザ）

栃木（栃木保健福祉センター）

木

水

11

17

日 曜日 地域（会場）

お子さんにスマホやテレビを長時間見せていませんか？メディア（スマホ、
テレビ、インターネット等）は乳幼児の発達に様々な影響を及ぼします。

　乳幼児期は、人との関わりや遊び体験を通して人間関係を築き、心と身体が成長しま
す。言葉を話し始める前の赤ちゃんは「言葉の貯金」をしている時期なので「アーアー」
「ウーウー」等の声にできるだけ応え、積極的にお子さんと触れ合ったり、絵本の読み
聞かせ、一緒に外で遊ぶなど、メディア以外での関わりを増やせるとよいでしょう。

　スマホやテレビに夢中になると、お子さんに対する安全への気配りが十分にでき
ず、事故へ繋がる可能性があります。

保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、
上手に付き合っていきましょう！

【参考：公益社団法人 日本小児科医会HP】

　乳幼児期は視力が発達する重要な時期でもあります。スマホ
やテレビ画面を見る時間が長いと、視力の発達を妨げてしまう
ので、必要以上の使用は控えることをお勧めします。

 1 月 青木（虎）（青木医院）
 2 火 川島（かわしまクリニック）
 3 水 石川（TMC とちのき）
 4 木 金子（金子内科医院）
 5 金 河口（達）（河口医院）
 6 土 玉野（たまのクリニック）

 7 日 
永谷（大島医院）

   三浦（三浦整形外科）/小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）
 8 月 横山（よこやま内科小児科クリニック）
 9 火 高田（高田クリニック）
 10 水 竹田（竹田内科小児科クリニック）
 11 木 石川（TMC とちのき）
 12 金 筒井（筒井医院）
 13 土 青木（虎）（青木医院）

 14 日
 福地（蔵の街診療所）

   大家（おおやクリニック）/木内（TMC とちのき）
 15 月 野崎（野崎医院）
 16 火 中坪（なかつぼクリニック）
 17 水 石川（TMC とちのき）
 18 木 金子（金子内科医院）
 19 金 腰塚（学）（ちづかクリニック）
 20 土 嶋﨑（とちぎ診療所）

 21 日
 金子（金子内科医院）

   森川（森川内科外科クリニック）/桜井（桜井こどもクリニック）
 22 月 関口（弘）（関口医院）
 23 火 川田（かわたクリニック）
 24 水 秋元（秋元クリニック）
 25 木 石川（TMC とちのき）
 26 金 山田（合戦場クリニック）
 27 土 江口（えぐち内科クリニック）

 28 日
 青木（虎）（青木医院）

   江田（江田クリニック）/河口（修）（河口医院）

 29 月
 粟田口（栃木中央クリニック）

   長（大平ファミリークリニック）
 30 火 青木（虎）（青木医院）　※平日扱い

■お子さんの健診会場が変わります　４月より、都賀・西
方地域にお住まいのお子さんの健診会場が、栃木保健福祉
センター（今泉町２丁目）となります。ご理解とご協力をお願
いします。
◆問合先　健康増進課　☎（25）3512

心身や言葉の発達

視 力 の 発 達

周囲への注意力低下
保護者の方も気をつけて！

　スマホやテレビに夢中になると、お子さんに対する安全への気配りが十分にでき

　予防接種法に基づく定期接種は「受けるよう努めなければならない」とされています。市か
ら通知書・予診票が届いたら、協力医療機関に予約をし、なるべく早めに接種しましょう。
■対象年齢になると通知発送する予防接種
・生後２ヶ月になる月初め…ヒブ、小児肺炎球菌（1～3回目）、B型肝炎、四種混合、BCG
・１歳になる月初め…………麻しん風しん混合１期、水痘、小児肺炎球菌（追加）
・３歳になる月初め…………日本脳炎１期
・９歳になる月初め…………日本脳炎２期
■４月に通知発送する予防接種
・麻しん風しん混合2期 平成25年４月２日～平成26年4月1日生まれ（年長児）
・二種混合（DT）  平成19年４月２日～平成20年4月1日生まれ（小学6年生）
・日本脳炎特例対象者 平成13年４月２日～平成14年4月1日生まれ（高校3年生）
◆接種場所　市内協力医療機関（市外で接種する場合は問合先へ）
◆費　用　無料
◆持ち物　母子健康手帳、記入した予診票
◆問合先　健康増進課　☎(25)3511
■とち介の予防接種ナビ
　予防接種スケジュールの管理に「とち介の予防接種ナビ」使ってみませ
んか？生年月日、接種歴等から自動でスケジュールを作成し、接種日が近
づくとメールでお知らせ。感染症状況の提供や市からの重要なお知らせ
の配信も行っています。登録は無料ですので、ぜひご利用ください。
http://tochigi.city-hc.jp/

◆日　時　第1次審査：５月9日（木）13時～14時30分
◆場　所　栃木保健福祉センター（今泉町）
◆対　象　親と子の部　平成30年度に3歳児健康診査

を受け、むし歯がなく口の中
が健康な幼児と親

　　　　　三歳児の部　平成30年度に3歳児健康診査
を受け、むし歯がなく口の中
が健康な幼児

　　　　　※両部門に応募することはできません。
◆内　容　問診・歯科診察・歯に関する講話
　　　　　審査結果が優秀な方は、第2次審査、第3次

審査あり。
◆定　員　50人（親と子の部、三歳児の部あわせて）
◆費　用　無料
◆申　込　4月19日（金）までに問合先へ
◆問合先　健康増進課　☎（25）3512

2019（平成31）年度　子どもの予防接種よい歯のコンクール参加者募集

保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、保護者とお子さんで使用時間などルールを決めて、
メディアの使用は1日2時間までが目安です。



栃木・都賀文化会館

一般/大・高校生
500円（300円） 無　料

中学生以下区 分
料 金

料金表

【期間】4月27日（土)～
　　　　8月4日（日)まで

都賀図書館　☎28-0806

＊( )内は20名以上の団体割引料金
＊身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を
　受けている方とその介護者1名は無料

とちぎ蔵の街美術館（万町3-23/☎20-8228/　 20-8227）※駐車場コエド市場南、大通り沿いの蔵の街第一駐車場をご利用ください。

《Don’t worry……気にしない、気にしない》　作家蔵

　2019年6月15日（土）14時30分開場 15
時開演　ホール　未就学児入場不可　
全席指定4,500円　発売中。市内5文化会
館、チケットぴあ 他

中川晃教　コンサート2019
New Wind the Trio in Early Summer
今注目のシンガーソングライター

兼ミュージカル俳優が
テクニックに裏打ちされた歌唱力と
豊かな表現力で魅了します。

　①4月13日（土）10時30分～11時 ②4月
27日（土）10時30分～11時　①絵本「お
しゃべりなたまごやき」 ②絵本「でんしゃに
のって」　おはなしボランティア『りんごの会』

おはなしひろば【読み聞かせ】

　①4月6日（土）14時～14時30分 ②4月12
日（金）10時30分～11時 ③4月26日（金）10
時30分～11時　ボランティア『おはなししゃ
ぼんだま』　①幼児・小学校低学年向け 
②③幼児向け

絵本の読み聞かせ

　4月5日（金）10時30分～12時　親子でお
もちゃ遊び、工作、読み聞かせ等　乳幼児
とその保護者

あかちゃんタイム「おもちゃのひろば」 　①4月13日（土）14時～14時30分 ②4
月27日（土）14時～14時30分　①絵本
「おやゆびひめ」、紙芝居「ねこのえきちょう
さん」、折紙「ちゅーりっぷ・ネコ」 ②絵本
「はるのやまはザワザワ」、紙芝居「ぼく、ま
だねむいんだ」、折紙「クマ」　岩舟館ス
タッフ

おはなし会

　①4月6日（土）14時～15時 ②4月20日
（土）14時～15時　①おはなし会：紙芝居

おはなし会・工作教室

　4月3日（水）10時～12時　幼児と子育て
ママ同士の交流

TOCHICO（とちこ）サロン
　4月14日（日）14時～15時30分　「詩と
エッセイを読む」　朗読を楽しむ会　50人
　直接来館または電話にて受付

図書館朗読サロン

　4月20日（土）11時～11時30分　栃木図
書館スタッフ　赤ちゃん～未就園児

えほんデビュー

　4月20日（土）第1回14時～14時30分、第
2回15時30分～16時　「ぼくは王さま」他、
主催：下都賀地区視聴覚ライブラリー協議会

親子で楽しむ映画会

　4月22日（月）14時～16時　「島だって
夢を見る」

午後の映画会

栃木図書館　☎22-3542

岩舟文化会館　☎55-7055

図書館岩舟館　☎54-1900

①対談「田村セツコのハッピー・ライフ」
　6月1日（土）14時～15時30分　田村セツコ氏、内田静枝氏（弥生美術館学芸員）　とちぎ蔵の街観光館2階多
目的ホール　無料　60人（当日受付先着順）

③学芸員によるギャラリートーク
　6月9日（日）・6月22日（土）・7月14日（日） 各日14時～（40分程度）

②ワークショップ「わたしのＨＡＰＰＹちゃんを作りましょう」
　田村セツコの人気キャラクター、ＨＡＰＰＹちゃんのかわいいチャームを作ります。
　7月7日（日） 14時～15時30分　田村セツコ氏　とちぎ蔵の街観光館2階多目的ホール　 無料　30人（先
着順）　とちぎ蔵の街美術館へ電話にて

田村セツコのＨＡＰＰＹがいっぱい！

　4月13日（土）14時～14時30分　絵本の
読み聞かせ、折紙　都賀図書館スタッフ

おはなし会

　①4月7日（日）11時～11時30分 ②4月19
日（金）14時～14時30分　①テーマ「春」

おはなし会

　田村セツコ（1938年生まれ）は、1950年代後半に少女雑誌界にデビューし、現在も第一線で活躍するイラスト
レーターです。1960～70年代には『りぼん』や『なかよし』のおしゃれページで活躍、「セツコ・グッズ」が大変人気を
博しました。詩作やエッセイも数多く手がけ、田村セツコのイラストや言葉には、人を幸せにする力があります。
　幼少期には、栃木県上都賀郡西方村（今の栃木市西方町）に疎開をしていた時期がありました。2018年に開
催した、師である松本かつぢ展に続き、ゆかりのある栃木で、初期の貴重な作品から最新作まで、田村セツコの長きに
わたる幅広い活動を紹介します。イラスト原画、油彩、コラージュ、グッズ類など、多彩な作品を通じて、ハッピーな気持
ちになれる展覧会です。

　6月2日（日） 9時45分開場 10時開演　小ホール　
ピアノを弾ける小学生以上。　50組（先着順）　無料
　4月14日（日）～28日（日）に所定の申込書を栃木文
化会館（☎（23）5678）へ（窓口・郵送・FAX）

●栃木文化会館●
ベーゼンドルファーを無料開放。
プログラムを配布する発表会スタイル。

　5月25日（土）・ 26日（日） 10時開演　ホール　ピア
ノを弾ける5歳以上　各日10組（先着順）　無料　4
月14日（日）～28日（日）申込書を都賀文化会館（☎（27）
8855）へ （窓口・FAX・郵送）

●都賀文化会館●
ヤマハグランドピアノを無料開放。
持ち時間いっぱい、自由に活用ください。

ピアノ開放デー
「わくわく！ピアノ！」

大平図書館　☎43-5234

藤岡図書館　☎62-4889

「みんなでげきあそび」他、工作教室：「紙
コップのパクパク人形」 ②おはなし会：紙芝
居「むしさんみーつけた！」他、工作教室：
「ぴょんぴょんバッタ」　ふじおかおはなし会
『コロポックル』

図書館西方館　☎92-2512

他 ②テーマ「春・とり」「草花」　①西方館
スタッフ ②おはなしボランティア『おはなし☆
きらら』
 

■イベント

講

講
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広報とちぎ　４月号 ２０１９（平成３１）年３月２０日 発行わが家の天使・渡良瀬遊水地のなかまたち・お知らせ・まちの話題

（募集）写真の裏に赤ちゃん
の名前（ふりがな）・生年月
日・住所・電話番号・保護者名
を記入のうえ〒328-8686
栃木市役所シティプロモー
ション課へ（締切当日必
着）。写真は返却しません。

（締め切り）平成30年6月生
まれ4月4日（木）、平成30
年7月生まれ5月15日（水）
※封筒に差出人住所を明記
ください。

平成30年

4

Vol.26

アマドコロ

▲下に向いた花を咲かせるアマドコロ

メスアカケバエ

▲メスアカケバエのメス（上）とオス（下）

　渡良瀬遊水地には、１年の間のほんのわずかな時
期にだけ見られる生き物もいます。「メスアカケバ
エ」もそんな生き物のひとつです。４～５月頃、遊
水地の雑木林周辺や堤防の上などに、一見すると真
っ黒のアブのような姿の成虫が現れ飛び回りますが、
この時期を過ぎるとみられなくなってしまいます。
　大きさは９～
12mmほど。オス
は全身真っ黒な姿
ですが、メスは、
「メスアカケバエ」
の名のとおり、お
なかの部分が濃い
鮮やかなオレンジ
色をしています。

吹上地区まちづくり協議会（吹上公民館内） 
☎（31）1792

きゃわふぇす in 栃木市（昨年の様子）

早乙女葵ちゃん
そうとめ あおい

粕谷　匠ちゃん
かすや たくみ

平間光織ちゃん
ひらま ひかり

渡邉晴菜ちゃん
わたなべ せ な

間下大志ちゃん
ましも たいし

大出悠貴ちゃん
おおいで はるき

石川大琥ちゃん
いしかわたいが

黒子莉緒ちゃん
くろこ り お

須藤諒也ちゃん
すとうりょうや

藤沼小陽ちゃん
ふじぬまこはる

斉藤梨桜ちゃん
さいとう り お

関口奏良ちゃん
せきぐち そ ら

赤塚　澪ちゃん
あかつか みおおかだ ち さ

岡田千咲ちゃん 大島優香ちゃん
おおしま ゆうか

　平成26年4月5日に、とち介が栃木市の蔵から
現れて、はや５年――今年も「かわいい」をテーマ
としたおまつり「きゃわふぇす」を、昨年よりバー
ジョンアップして、開催！「かわいい」を「ゆるやか
に」楽しめる1日、とち介と一緒に素敵な想い出
を作りましょう♪

●日時　４月20日(土)11時～15時
　　　　（10時30分開場）
●場所　栃木市総合運動公園総合体育館
　　　　 (川原田町)
●司会　キャラクターを愛するアイドル「ゆっ
ふぃー」こと寺嶋由芙さんをお迎え！
●内容　キャラクターPRステージ、キャラクター
グッズ販売、寺嶋由芙さんによるミニライブ、

栃木市の食材を使った栃木市グルメ、体験
コーナー、ファンクラブ会員限定缶バッジ配
布（先着200名）
●参加キャラクター（予定）とち介、とちまる
くん（栃木県）、さのまる（佐野市）、ふっか
ちゃん（深谷市）、みとちゃん（茨城県水戸
市）、かむてん（山形県新庄市）、おおまぴょん
（長野県大町市）、すそのん（静岡県裾野市）、
しまねっこ（島根県）など
●入場料　無料
　※駐車場に限りがありますので、車でご来場
　の方は、乗り合わせにご協力をお願いします。
　※室内履き（上履き）をお持ちください。

　アマとコロは、白い花の
帽子を目深にかぶった双子
の子ども。互いにテレパシー
会話ができるという二人は、
気持ちによって胸の宝石の
色が変わるそうですよ。アマ（左）とコロ（右）

　アマドコロ（甘野老）は、ユリ科の多年草。地
下茎がヤマノイモ科の「トコロ」に似ているが食べ
ると甘い…というのが名の由来とされています。
ただし、果実は有毒なので注意が必要です。
　特徴はなんといってもその花。４～５月にかけ
て、先がほんのり緑に色づいた白い鐘のような筒
状の花がいくつも
釣り下がった、可
憐な花姿を見るこ
とができます。渡
良瀬遊水地では、
日当たりのよいオ
ギ原などで見られ
ます。

満開に咲き誇る宮の桜

　市内栃木地域の宮町から皆川新町の永川沿い、約1.5キロの桜
並木があります。昭和51年に植樹されたソメイヨシノで、見頃を迎
えています。東岸では桜のトンネルを楽しむことができます。また、
さくらまつりの日には、地元名物のさしも草うどんなどを堪能する
ことができます。
●期日　４月６日（土）・７日（日） ●場所　宮町永野川宮の橋付近

宮のさくら（いぶきの里さくらまつり）

シティプロモーション課 ☎（21）2315

きゃわふぇすin栃木市 にかいめっ
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池
の
再
生
工
事
で
ハ
ス
を
元
気
に
！

生涯“楽”習で今日もいきいき！

小
野
寺
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
防
災
講
演
会

「おもてなしのこころ」を学ぶ
　
2
月
26
日
大
平
児
童
館
に
お
い
て
、
整
体
師
に
よ
る
産
後
マ

マ
の
た
め
の
骨
盤
調
整
と
身
体
ケ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
大
平
児
童
館
で
毎
月
1
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

乳
幼
児
の
託
児
も
あ
り
、
マ
マ
が
し
ば
し
の
自
分
だ
け
の
時
間

を
味
わ
え
る
と
あ
っ
て
、
電
話
で
の
事
前
予
約
は
、
予
約
開
始

後
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
人
気
だ
そ
う
で

す
。 健

や
か
マ
マ
の
た
め
の
〜
産
後
の
骨
盤
調
整
〜

巨大地震に地域で備える
　2月17日、国府南小学校にて「栃木市地域防災訓練」が行われ、地域の皆さ
んをはじめ、消防団員、市や市消防本部など、約280人が参加しました。
　当日は、栃木市で震度6強の地震が発生したという想定のもと、地震に伴う家
屋の倒壊や火災、電気や水道などのライフラインの被害に備えた各種訓練を行い
ました。

▲

マ
マ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
時
間

▲

お
り
こ
う
に
待
っ
て
た
ね

▲多くの来場者が家田さんの話に聴き入りました▲ご自身の体験を語る家田さん

　1月27日、藤岡文化会館にて、「お遍路から学ぶおもてなしのこころ」と題した
講演会が、藤岡地域自治会連合会の主催で開催されました。作家であり僧侶でもあ
る家田荘子さんを講師に迎え、家田さんが語るご自身の四国遍路の経験を交えた
話に、訪れた約350人の来場者が熱心に聴き入っていました。

　
ハ
ス
の
名
所
で
あ
る
つ
が
の
里
で
、
弱
っ
た
ハ
ス

を
回
復
し
以
前
に
見
ら
れ
た
大
輪
の
花
が
見
ら
れ
る

よ
う
、
ハ
ス
池
の
再
生
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
栃
木
市
の
「
地
域
予
算
提
案
制
度
」
を

活
用
し
、
都
賀
地
域
会
議
の
提
案
に
よ
り
、
平
成
28

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ハ
ス
の
咲
く

6
月
か
ら
7
月
、
元
気
に
な
っ
た
つ
が
の
里
の
ハ
ス

を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▲水圧をかけ、ハスの根をひとつひとつ掘り出します

▲

掘り出された
　ハスの根

　２月９日、西方総合文化体育館にて、生涯学習の気運を高めるための「生涯楽習
のつどい」が開催されました。１年間の公民館講座などを振り返るとともに、市内外
で「笑いヨガ普及」と「地域の健康づくり」に努める髙岩初枝さんによる講演が行わ
れ、会場いっぱいに笑いの花を咲かせました。

▲参加者全員で笑いヨガを体験しました

▲

多
く
の
参
加
者
が
防
災
に
つ
い
て

　
学
び
ま
し
た

▲

講
演
を
行
う
根
新
田
町
自
治
会

　
須
賀
事
務
局
長

▲笑いのチカラについて語る髙岩初枝さん

▲地震の時の安全確保を行う「シェイクアウト
　訓練」

▲消防団員などが協力して行った倒壊家屋
　からの救出訓練

　
2
月
23
日（
土
）、岩
舟
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
遊
楽
々
館
に
て
、

小
野
寺
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
防
災
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
9
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
、
茨
城
県
常
総
市
の
根
新
田
町
内
会
よ
り
講

師
を
迎
え
、
防
災
・
減
災
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
実
際
の
被
災
体
験
に
基
づ
く
心
に
響
く
話
に
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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